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令和５年９月定例会会議録  

 

 令和５年豊郷町議会９月定例会は、令和５年９月５日豊郷町役場内に招集された。  

 

 １、当日の出席議員は次のとおり  

             １ 番    中 塚 尚 憲  

             ２ 番    井 上 喜美子  

             ３ 番    本 田 淸 春  

             ４ 番    辻 本   勇  

             ５ 番    中 島 政 幸  

             ６ 番    村 岸 善 一  

             ７ 番    前 田 広 幸  

             ８ 番    高 橋 直 子  

             ９ 番    西 澤 博 一  

            １０ 番    鈴 木 勉 市  

            １１ 番    西 澤 清 正  

            １２ 番    河 合   勇  

 

 ２、当日の欠席議員は次のとおり  

               な     し  

 

 ３、地方自治法第１２１条の規定に基づき提案理由の説明のために出席を求めたる者は

次のとおり  

        町 長    伊 藤 定 勉  

        教 育 長    堤   清 司  

        総 務 課 長    清 水 純一郎  

        企 画 振 興 課 長    山 田 篤 史  

        税 務 課 長    山 口 昌 和  

        保 健 福 祉 課 長    森   ちあき  

        医 療 保 険 課 長    小 西 直 美  

        住 民 生 活 課 長    辰 見 栄 子  

        会 計 管 理 者    馬 場 貞 子  

        人 権 政 策 課 長    西 山 逸 範  

        地域整備課長兼上下水道課長     山 田 裕 樹  
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        産 業 振 興 課 長    岡 村 浩 孝  

        教 育 次 長    西 山 喜代史  

 ４、当日の会議に職務のため出席した者は次のとおり  

        議 会 事 務 局 長    森 本 智 宏  

        書 記    喜 多 博 紀  

 

 ５、提案された議案は次のとおり  

    議第６３号  令和４年度財政健全化判断比率について  

    議第６４号  令和４年度公営企業会計に係る資金不足比率について 

    議第６５号  豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意を求めることについて 

    議第６６号  豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意を求めることについて  

    議第６７号  豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意を求めることについて 

    議第６８号  豊郷町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

    議第６９号  豊郷町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

    議第７０号  人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

    議第７１号  人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

    議第７２号  令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第４号）  

    議第８３号  令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第５号）  

    議第７３号  令和５年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）  

    議第７４号  令和５年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

    議第７５号  令和５年度豊郷町水道事業会計補正予算（第２号） 

    議第７６号  令和５年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第２号） 

    議第７７号  令和４年度豊郷町一般会計歳入歳出決算認定について 

    議第７８号  令和４年度豊郷町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

    議第７９号  令和４年度豊郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

    議第８０号  令和４年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

    議第８１号  令和４年度豊郷町水道事業会計決算認定について 

    議第８２号  令和４年度豊郷町下水道事業会計決算認定について 

    発議第３号  豊郷町議会議員の請負の状況の公表に関する条例案 

    発議第４号  豊郷町議会の議員の定数削減等に伴う関係条例の整備に関する条

例案 
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    意見書第２号  歌詰橋北詰交差点の交通事故防止に係る信号機の継続設置を求め

る意見書案 

    請願第３号  国に対し所得税法第５６条廃止の意見書提出を求める請願 

    請願第４号  現行の健康保険証を残すことを求める請願 
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河合議長  皆さん、おはようございます。これより令和５年９月第３回豊郷町議会定例会

を開会いたします。  

 ただいまの出席議員は１２名で、会議開会定足数に達しております。よって

第３回定例会は成立いたしました。  

 本日の会議を開きます。  

 （午前８時５８分） 

 最初に留意事項をご説明いたします。会議規則に基づき、規則を遵守願います。

お手元の携帯電話の電源をお切りになるか、マナーモードに切り替えていただ

きますようお願いいたします。また、会議中はみだりに発言し、騒ぎ、その他議

事の妨害となる言動をお慎みください。また、採決の際はみだりに離席をしない

ようお願いをいたします。そうした中でも特にお願いをしておきたいことは、発

言は全て簡明にするものとし、議題外にわたり、またはその範囲を超えた発言は

されませんようお願いいたします。会議規則の規定を尊重し、円滑なる議会の運

営にご協力のほどをお願いいたします。なお、傍聴の方には静かにお願いをいた

します。  

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定により、４番、辻本勇議員、５番、

中島政幸議員を指名いたします。  

 日程第２、会期決定の件を議題といたします。  

 お諮りいたします。  

 今期定例会の会期は、本日から９月２５日までの２１日間といたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。  

議  員  異議なし。  

河合議長  ご異議なしと認めます。よって、会期は本日より２５日までの２１日間と決し

ました。  

 日程第３、諸般の報告を行います。監査委員から地方自治法の規定により、令

和５年４月分から令和５年６月分の現金出納検査結果ならびに定期監査報告が

議会に提出されていますからご了承願います。  

 次に、地方自治法の規定により本定例会の説明員として、お手元に配付の文書

のとおり、あらかじめ出席を求めておきましたので、ご了承願います。  

 日程第４、諸般の報告として、議長公務、一部事務組合議会報告を行います。

議長公務としての報告事項ならびに一部事務組合議会の結果報告が提出されて

います。お手元に配付しているとおりですので、ご了承ください。  

 日程第５、議第６３号令和４年度財政健全化判断比率についてから、日程第６、
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議第６４号令和４年度公営企業会計に係る資金不足比率についてまでを一括し

て町長より報告を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

河合議長  伊藤定勉町長。  

伊藤町長  皆さん、おはようございます。  

 本日、令和５年第３回豊郷町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆

様には公私何かとご多用の中ご参集を賜り、心より厚く御礼申し上げます。  

 また、皆さん方には平素より本町の行政運営に対しまして、格別のご高配を賜

っておりますこと、重ねて厚く御礼申し上げます。  

 さて、今期定例会には報告案件２件、同意案件５件、令和５年度豊郷町一般会

計及び各特別会計ならびに事業会計の補正予算案件６件、決算認定６件その他

の案件２件の計２１件の議案を提案させていただいております。どうぞよろし

くお願い申し上げます。  

 それでは議第６３号令和４年度財政健全化判断比率について、及び議第６４

号令和４年度公営企業会計に係る資金不足比率についてを一括してご説明申し

上げます。  

 まず、議第６３号令和４年度財政健全化判断比率についてですが、この比率は、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１

項の規定により議会に報告をするものであります。  

 財政健全化判断比率のうち、実質赤字比率については、一般会計等の赤字があ

るかどうかを示すものであり、本町においては一般会計のみが対象会計となり

ます。実質赤字額とは当該年度の歳入を歳出が上回る場合に生じるもので、令

和４年度決算は実質赤字額が生じないため、数値が表れていません。  

 連結実質赤字比率については、公営企業会計等を含む全会計を対象とした実

質赤字額、または資金の不足額の標準財政規模に対する比率で、赤字額及び資金

不足が生じないため数値が表れていません。  

 実質公債費比率については０ .５％であります。  

 将来負担比率等は一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の額を標準財政

規模で除した比率で本町においては、充当可能基金、特定財源見込額、地方債現

在高等に係る基準財政需要額、算入見込額の合計が将来負担額を上回っている

ため、数値が表れていません。  

 次に、議第６４号令和４年度公営企業会計に係る資金不足比率については、公

営企業ごとの資金の不足額が事業の規模に対してどの程度存在するのかを示す

もので、資金不足額を事業規模で除したものであります。水道事業及び下水道事
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業会計については資金不足が生じないため、数値が表れていません。  

 以上、報告いたします。  

河合議長  これで報告は終わりました。  

 日程第７、議第６５号豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意を求めるこ

とについてから、日程第９、議第６７号豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同

意を求めることについてまでを一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

河合議長  伊藤定勉町長。  

伊藤町長  議第６５号から議第６７号までの豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意

を求めることについて一括してご説明申し上げます。  

 本年９月３０日をもって、豊郷町職員懲戒審査委員の任期が満了することか

ら、次の者を引き続き任命したく、地方自治法施行規程第１６条第５項の規定に

基づき、議会の同意を求めるものであります。  

 任命しますのは、大字上枝２４６番地、昭和２０年２月７日生まれ、藤野吉忠

氏、彦根市旭町２番２８号、昭和３２年２月２０日生まれ、生駒英司氏、彦根市

高宮町１０４４番地、昭和２９年５月２４日生まれ、堤清司氏、なお、任期は、

本年１０月１日から令和７年９月３０日までの２年間です。ご同意賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。  

河合議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。  

 これより議第６５号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより議第６５号豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意を求めること

についてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、議第６５号は同意することに決定されました。  

 これより議第６６号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 
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 これより議第６６号豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意を求めること

についてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、議第６６号は同意することに決定されました。  

 これより議第６７号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより議第６７号豊郷町職員懲戒審査委員の任命につき同意を求めること

についてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、議第６７号は同意することに決定されました。  

 日程第１０、議案第６８号豊郷町教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについてから、日程第１１、議第６９号豊郷町教育委員会委員の任命につき

同意を求めることについてまでを一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を認めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

河合議長  伊藤定勉町長。  

伊藤町長  それでは議第６８号及び議第６９号の豊郷町教育委員会委員の任命につき同

意を求めることについて一括してご説明申し上げます。  

 本町教育委員として教育振興にご尽力いただいております村西貴美子氏の任

期が本年９月３０日をもって満了となります。村西氏につきましては令和元

年１０月１日に就任され、今日まで真摯に取り組んでいただきました。また、令

和４年１０月１日から教育長職務代理者としてご尽力いただいており、人望も

厚く、適任者と考えますことから、引き続き教育委員として任命するものです。

なお、任期といたしましては令和５年１０月１日からの４年間であります。  

 次に、議第６９号では、教育委員として本町の教育振興にご尽力いただいてお

りました吉井厚子氏から一身上の都合により本年８月１０日付で辞職願が提出

されましたので、８月１７日に地方教育行政の組織および運営に関する法律

第１０条の規定により、辞職の同意をし、８月２３日開催の定例教育委員会にお

いて同法同条の規定による辞職に係る教育委員会の同意を得たところでありま
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す。  

 つきましては、教育委員が欠けたことから新たに、大字下枝３４番地１、昭

和５６年１２月５日生まれ、小林美保氏を任命するものであります。  

 小林氏は豊郷小学校の卒業生で現在は日栄小学校の保護者であり、地方教育

行政に情熱を持っておられ、同法第４条第５項の規定による教育委員のうちに

保護者が含まれるようしなければならないという案件を満たすことから、教育

委員として任命させていただきたいというものであります。なお、任期といたし

ましては同法第５条第１項の規定により、前任者の残任期間となることから、令

和６年９月３０日までとなります。  

 いずれも地方教育行政の組織および運営に関する法律第４条第２項に基づい

て議会の同意を求めるものでございます。ご審議の上ご同意賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。  

 １件、ちょっと修正させていただきます。委員のうちに保護者が含まれるよう

しなければならないという要件を満たすに、案件じゃなくて要件でございまし

たので申し訳ないです。どうぞよろしくお願いいたします。  

河合議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

高橋議員  議長、８番。 

河合議長  高橋議員。  

高橋議員  それでは質疑をさせていただきます。６９号についてなんですけれども、保護

者を入れなければいけないというような説明だったんですけれども、この方は

日栄小学校に５年生のお子さんをお持ちだと認識しています。それで、この保護

者の中から選ぶときには続けて日栄小学校区からという感じになっていくのが

常なのか、入れ替わりがあったりするのか、そのときの判断はどのようになさっ

ているのかということと、今後も任期が途中で令和６年の９月３０日までとい

うことをお聞きしました。引き続き教育委員としてご活躍していただけるよう

な展望をつかんでおられるかどうかを教えてください。 

教 育 長  議長。 

河合議長  堤教育長。 

教 育 長  高橋議員の質疑にお答えいたします。 

 ただいまの件ですが、保護者の選定につきましては広く町内を見てそしてま

た年齢のバランス、あるいは必要要件等を考えての選定ということであります

のでご理解いただきたいと思います。また任期の残任期間でありますが、それは

そのときにまた判断したいと思います。 

 以上です。 
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河合議長  再質疑ありますか。 

高橋議員  結構です。 

河合議長  ほかに質疑ありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。  

 これより議第６８号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第６８号豊郷町教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、議第６８号は同意することに決定されました。  

 これより議第６９号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより議第６９号豊郷町教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、議第６９号は同意することに決定されました。  

 日程第１２、議案第７０号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについてから、日程第１３、議第７１号人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてまでを一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

河合議長  伊藤定勉町長。  

伊藤町長  それでは議第７０号及び議第７１号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を

求めることについて一括してご説明申し上げます。  

 現在法務大臣の委嘱を受け人権擁護委員としてご活躍いただいております清

水明博氏、豊郷町大字安食南５５３番地６、昭和２３年３月９日生まれ、及び馬

場清次郎氏、豊郷町大字上枝２４４番地、昭和２３年７月３日生まれ、が令和５
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年１２月３１日をもって任期満了となることから、引き続きご推薦いたしたく、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求めるものでございま

す。なお、任期につきましては令和６年１月１日から令和８年１２月３１日まで

の３年間で清水明博氏は３期目、馬場清次郎氏は２期目となります。どうぞよろ

しくご審議のほどお願い申し上げます。  

河合議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これで質疑を終結いたします。  

 これより議第７０号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより議第７０号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、議第７０号は同意することに決定されました。  

 これより議第７１号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより議第７１号人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることにつ

いてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、議第７１号は推薦案に同意することに決定されました。  

 日程第１４、議第７２号令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第４号）から、

日程第１９、議第７６号令和５年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第２号）ま

でを一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を認めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

河合議長  伊藤定勉町長。  

伊藤町長  それでは、議第７２号令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第４号）から、議

第７６号令和５年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第２号）まで及び議第８３
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号令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第５号）の一般会計補正予算、各特別会

計補正予算、各事業会計補正予算について、一括してご説明申し上げます。  

 まず、議第７２号令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第４号）についてご説

明を申し上げます。  

 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２億２ ,９４４万３ ,０００

円を追加し、歳入歳出予算総額を５６億８ ,５２０万５ ,０００円とするものであ

ります。  

 歳入では、地方特例交付金１６４万１ ,０００円、地方交付税１億２ ,６３８

万１ ,０００円、国庫支出金２００万１ ,０００円、県支出金４６万２ ,０００円、

財産収入３０万円、寄附金１００万円、繰越金２億３ ,８８３万円、諸収入６２

万１ ,０００円を追加し、使用料及び手数料３０万円、繰入金１億３ ,７８９

万７ ,０００円、町債３５９万６ ,０００円を減額するものであります。  

 次に歳出では、議会費８５万５ ,０００円、総務費１億１ ,１３４万１ ,０００円、

民生費１ ,０６２万５ ,０００円、衛生費２万９ ,０００円、農林水産業費２１

万２ ,０００円、商工費５５万７ ,０００円、土木費３ ,２４５万５ ,０００円、教育

費６３７万２ ,０００円、公債費６ ,６９９万７ ,０００円を追加するものでありま

す。債務負担行為の追加は、第２表債務負担行為補正のとおりであります。  

 次に、議第８３号令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第５号）についてご説

明申し上げます。  

 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１ ,４６０万円を追加し、歳

入歳出予算総額を５４億７ ,０３６万２ ,０００円とするものであります。  

 歳入では、国庫支出金１ ,６０８万１ ,０００円を追加し、繰入金１４８

万１ ,０００円を減額するもので、歳出では衛生費１ ,４６０万円を追加するもの

であります。この補正につきましては秋から冬にかけて行う新型コロナウイル

ス感染症のワクチン接種に関するもので、第４号の補正予算の調整が終わっ

た８月１０日に国の説明会があり、その後、積算を行ったもので９月中旬には接

種券を対象者に発送する必要があることから、別途上程するものであります。  

 次に、議第７３号令和５年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）についてご説明申し上げます。  

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１ ,５５７万２ ,０００円を追

加し、歳入歳出予算総額をそれぞれ９億３ ,９５５万８ ,０００円とするものでご

ざいます。  

 歳入では、繰入金７５万３ ,０００円、繰越金８８６万５ ,０００円、諸収

入５９５万４ ,０００円を追加するものであります。  
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 次に、歳出では、総務費７５万３ ,０００円、基金積立金８８１万６ ,０００円、

諸支出金６００万３ ,０００円を追加するものであります。債務負担行為の追加

は、第２表債務負担行為補正のとおりでございます。  

 次に、議第７４号令和５年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

についてご説明申し上げます。  

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３ ,１１８万５ ,０００円を追

加し、歳入歳出予算総額をそれぞれ７億３ ,５９４万７ ,０００円とするものでご

ざいます。  

 歳入では財産収入５ ,０００円、繰入金３６万６ ,０００円、繰越金３ ,０８１

万４ ,０００円を追加するものであります。  

 次に歳出では、総務費３６万６ ,０００円、基金積立金１ ,２５８万１ ,０００円、

諸支出金１ ,８２３万８ ,０００円を追加するものであります。  

 次に、議第７５号令和５年度豊郷町水道事業会計補正予算（第２号）について

ご説明いたします。  

 収入、第２１款水道事業収益の既決の予定額に２億９ ,３７３万９ ,０００円を

追加し、総計を５億５５１万２ ,０００円に、支出、第２２款水道事業費用の既

決の予定額に３億１ ,８０４万２ ,０００円を追加し、総計を５億２ ,８７３

万５ ,０００円とするものです。第３条資本的収入及び支出の補正は、収入、

第２３款資本的収入の既決の予定額に５９０万円を追加し、総計を１

億６ ,２８１万円とし、支出、第２４款資本的支出の既決の予定額に４ ,２９７

万７ ,０００円を追加し、２億８ ,６２４万円とするものです。第４条では、予算

第５条中企業債の限度額を６ ,７９０万円から７ ,３８０万円に改めるものであ

ります。  

 次に、議第７６号令和５年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第２号）につい

てご説明いたします。  

 第２条収益的収入及び支出の補正のうち、収入、第４１款下水道事業収益の既

決の予定額に１億７ ,９８５万６ ,０００円を追加し５億３ ,１５７万６ ,０００円

に、支出、第５１款下水道事業費用の既決の予定額に１億６６６万５ ,０００円

を追加し、総計を４億２ ,４３０万２ ,０００円とするものであります。  

 第３条資本的支出の補正は、支出、第７１款資本的支出の既決の予定額

に１６３万９ ,０００円を追加し、総計を１億９ ,１５２万８ ,０００円とするもの

です。  

 以上、議第７２号から議第７６号まで、及び議第８３号を一括して説明いたし

ました。この後担当課長から補足説明をいたしますので、どうぞご審議賜ります
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ようよろしくお願い申し上げまして、提案説明といたします。  

総務課長  議長。 

河合議長  清水総務課長。 

総務課長  それでは、令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第４号）の主なものを抜粋し

て説明をさせていただきます。 

 歳入では、９ページ、款１０地方交付税は、普通交付税の本算定により１

億２,６３８万１,０００円の追加です。その下の款１４国庫支出金、項２国庫補

助金につきましては、デジタル基盤改革支援補助金１７８万円の追加です。 

 続いて１０ページ、款１７寄附金ですが、例年公益財団法人豊郷済美会さんか

らご寄附をいただいており、今年度も１００万円のご寄附をいただけることに

なりましたので、追加するものです。 

 次に１１ページ、款１８繰入金のうち、目１財政調整基金と４公共施設等総合

管理基金については財源の調整を行ったもので、２の旧校舎管理基金と３のふ

るさと応援基金については、４年度決算による調整でございます。 

 １２ページ、款１９繰越金の２億３,８８３万円については、令和４年度決算

による繰越金です。 

 次に、歳出では、１３ページ、款２総務費、項１総務管理費、目５財産管理費

の１４工事請負費４５１万７,０００円は、昨年度から実施しておりました防災

倉庫の敷地拡張工事において、土の中から大量のごみが見つかったことにより

処分費用が増加しましたので、追加をするものです。 

 次に１６ページ、款８土木費、項１土木管理費、目１土木総務費の１８負担金、

補助金及び交付金は、安心安全住宅支援事業補助金については、いわゆるリフォ

ーム補助金ですが、多くの申請をいただいており、残り枠が少なくなってきたこ

とから１０件分追加するものでございます。同じく項２道路橋梁費、目２道路橋

梁費の１４工事請負費５１７万５,０００円は、雨降野と八目の町道の改良工事

を行うものです。同じく項４の住宅費、目１公営住宅管理費の需用費の修繕

料１,２６６万８,０００円は、経年劣化に伴う上枝団地の電気温水器と防犯カ

メラの更新を行うもので、その下の１４工事請負費６４４万８,０００円は、宮

ノ西団地の物置の撤去と新設を行うものです。 

 次に１７ページ、款１０教育費、項２小学校費、目１豊郷小学校管理費は屋外

の手洗いとエアコンの集中コントローラーの修繕を行うものです。その下の

項４幼稚園費の修繕料は、トイレのセンサーの修繕を行うものです。同じく項６

の保健体育費については、スポーツ公園のバックネットの下の部分のコンクリ

ートブロックの腰壁の部分が経年で劣化しておりますので、修繕を行うもので
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ございます。 

 次に、議第８３号補正予算（第５号）の説明をいたします。 

 先ほど町長の提案説明でも申し上げましたとおり、秋から冬にかけて行う新

型コロナウイルス感染症のワクチンに関するものを別途上程するものでござい

ます。歳入につきましてはワクチンに関する国庫負担金を、歳出につきましては、

職員や医師、看護師の人件費とコールセンターの委託料を計上しております。 

 補足説明は以上です。 

河合議長  小西直美医療保険課長。 

医療保険課長  それでは、私の方から、議第７３号及び議第７４号の詳細を説明させていただ

きます。 

 まず、議第７３号令和５年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）について説明いたします。 

 ３ページ、第２表債務負担行為補正については、令和６年度の国民健康保険の

特定健診及び特定保健指導を年度当初から実施するため、債務負担行為を設定

するものです。 

 続きまして歳入では、６ページ、款５繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般

会計繰入金７５万３,０００円の増額については、歳出、賦課徴収費のシステム

改修費用を一般会計から繰入分の増額によるものです。款６繰越金、項１繰越金、

目１繰越金８８６万５,０００円の増額については、令和４年度からの繰越しに

よる増額となります。款７諸収入、項２雑入、目４保険給付費等返還金５９５

万４,０００円の増額については、令和５年２月分の保険給付費を概算により国

民健康保険団体連合会に支払いを行ったため、翌年度精算による返還が生じた

ことによるものです。 

 歳出では、７ページ、款１総務費、項２徴税費、目１賦課徴収費７５

万３,０００円の増額については、システム改修費用に伴う委託料の増額による

ものです。款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般保険療養給付費から、８ペ

ージ、款３国民健康保険事業費納付金、項３介護納付金分、目１介護納付金分ま

でについては財源構成の変更によるものです。款６基金積立金、項１基金積立金、

目１運用基金積立金８８１万６,０００円の増額については、令和４年度繰越金

からの積立てによるものです。款７諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目２

保険給付費等交付金償還金６００万３,０００円の増額については、令和５年２

月分の保険給付費の精算による返還分の増額によるものです。 

 続きまして、議第７４号令和５年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）について説明いたします。 
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 歳入では、５ページ、款６財産収入、項１財産運用収入、目１利子及び配当

金５,０００円の増額については、準備基金の利息見込みの増額によるものです。

款７繰入金、項１一般会計繰入金、目５その他一般会計繰入金３６万６,０００

円の増額については、介護認定訪問調査員の報償費の増額に係る一般会計の負

担分の増額によるものです。款８繰越金、項１繰越金、目１繰越金３ ,０８１

万４,０００円の増額については、令和４年度からの繰越しによる増額となりま

す。 

 歳出では、６ページ、款１総務費、項３介護認定審査会費、目２認定調査等

費３６万６,０００円の増額については、介護認定訪問調査員の報償額の増額に

よるものです。款４基金積立金、項１基金積立金、目１介護給付準備基金積立

金１,２５８万１,０００円の増額については、令和４年度繰越金からの積立て

によるものです。款５諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目２償還

金１,８１２万６,０００円の増額については、令和４年度国庫支出金、県支出金

及び診療報酬支払基金交付金の額の確定に伴う返還金額の増額によるもの。

項２繰出金、目１他会計繰出金１１万２,０００円の増額については、令和４年

度低所得者保険料軽減負担金の実績額の確定に伴います一般会計への返還金の

増額によるものです。 

 以上でございます。 

地域整備・ 

上下水道課長  議長。 

河合議長  山田上下水道課長。 

地域整備・ 

上下水道課長  それでは、私の方から議第７５号令和５年度豊郷町水道事業会計補正予算

（第２号）についてご説明いたします。 

 まず３ページ、収益的収入及び支出の収入、款２１水道事業収益、項２営業外

収益、目７長期前受金戻入９７万２,０００円は受贈財産に係る長期前受金戻入

です。項３特別利益、目２過年度損益修正益２億９,２７６万７,０００円は、固

定資産の修正、公営企業債償還の一般会計からの繰入金の長期前受金収益化に

伴う特別利益、受贈財産の資産の追加、受贈財産追加による過年度長期前受金収

益化による特別利益によるものです。 

 支出、款２２水道事業費用、項１営業費用、目５減価償却費９７万２,０００

円は受贈財産による今年度分の減価償却、項３特別損失、目３過年度損益修正

損３億１,７０７万円は固定資産の修正、公営企業債償還の一般会計からの繰入

金の長期前受金収益化に伴う特別損失、受贈財産の資産の追加に伴う損失、受贈
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財産追加による過年度減価償却による特別損失によるものです。 

 次に４ページ、資本的収入及び支出の収入、款２３資本的収入、項１企業債、

目１企業債５９０万円は、北部浄水場新設井戸詳細設計に係る企業債、支出、

款２４資本的支出、項１建設改良費、目４排水設備改良費、節１委託料３,５６０

万７,０００円は、北部浄水場新設井戸詳細設計５９０万７,０００円と、北部浄

水場新設井戸用水試験及び水質試験（試掘を含む）２,９７０万円、節２改良工

事費、南部浄水場水質計器更新工事７３７万円を補正しています。 

 次に、議第７６号令和５年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第２号）につい

て説明します。 

 ２ページの収益的収入及び支出、款４１下水道事業収益、項２営業外収益、

目５長期前受金戻入２０６万４,０００円は受贈財産に係る長期前受金戻入、

項３特別利益、目２過年度損益修正益１億７,７７９万２,０００円は、公営企業

償還の一般会計からの繰入金の長期前受金収益化に伴う特別利益、受贈財産の

資産の追加、受贈財産追加による過年度長期前受金収益化による特別利益によ

るものです。 

 支出、款５１下水道事業費用、項１営業費用、目１管渠費、１５委託料１０６

万５,０００円は、マンホールポンプ年次点検への、合特への変更、目４減価償

却費２０６万４,０００円は受贈財産追加による今年度分減価償却費、項３特別

損益、目４過年度損益修正損１億２７２万８,０００円は受贈財産の資産の追加

に伴う損失、受贈財産追加による過年度減価償却による特別損失によるもので

す。 

 次に３ページ、資本的支出の支出、款７１資本的支出、項１建設改良費、目３

固定資産購入費１６３万９,０００円は軽バンの購入費用です。 

 以上、説明を終わります。 

河合議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。 

 質疑をされる方は議第何号の何ページと言っていただいたら結構かと思いま

す。質疑ありませんか。 

高橋議員  はい。 

河合議長  高橋議員。 

高橋議員  それでは、まず、議第７２号令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第４号）に

ついて質疑をさせていただきます。１２ページです。款諸収入、４雑入、項は雑

入、４雑入におきまして、後期高齢者の健康づくり事業受託収入とあります。こ

れの説明をお願いします。  

 続きまして、歳出の部の１議会費です。１０需用費、そして１４工事請負費な
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どありますけれども、新たにどのようなことをすることになったのか説明をし

てください。  

 それから総務費の中の５財産管理費、１４工事請負費とあります。駐車場のこ

とは、１０台から２０台分増やすということでしたけれども、ひっくるめて書い

てありますのでこっちの方に予算はどのくらいなのか。防災倉庫につきまして

もどのくらいになりそうなのか。この防災倉庫の調査なんでしょうか、その後出

てきたごみがらなどをどこかに処分を頼むんでしょうけれども、その現場の様

子を知りたいですので、また議会に、この部分ですとかこのようなごみが出たか

らこのように予算化するんですなどの具体的な説明とか資料を提示していただ

きたいと思います。  

 それから続きまして、１４ページです。款３、項社会福祉費の中の、２老人福

祉費におきまして、１２委託料が出ています。生活管理指導短期宿泊事業委託料

とあります。内容と、どのようなところに委託をされるのか、説明をしてくださ

い。５の人権対策費につきまして、５０万円の弁護士費用が出ています。これは

どういうことで必要になってきたのかを説明してください。そして６福祉医療

給付費、扶助費の中で未熟児養育医療助成事業とあります。何人ぐらいが対象に

なって、増額がなぜ必要になってきたのかを教えてください。  

 １１の隣保館施設費です。１４工事請負費とあります。私も隣保館を度々利用

させていただいておりますので、気がついたのは７月末の行事だったと思うん

です。それから随分日がたっているんですけれども、今ここに予算計上となって

います。私どもは、専決処分を乱発するのはよくないということは常日頃申し上

げていますが、しかし、こういうクーラーとかについては、本当に利用者に負担

をかけています。そういう点でもうちょっと早くに工事などできないのか。そし

て、この予算が通ってから、いろいろ動かはると思うんですけれども、いつ頃エ

アコンが直るのか等の説明をお願いします。  

 ３の愛里保育園の施設費です。報償費、保育士謝金となっていますけれども、

どのような事業に取り組まれるんでしょうか。  

 それから商工費につきまして、観光費の中で、イベント開催事業委託料２０万

円増額となっています。そして負担金、補助金及び交付金におきまして観光協会

に補助金が増額となっています。この背景を説明してください。  

 第４号につきましては、以上です。  

 続きまして、第５号について、お尋ねします。  

 ６ページです。４衛生費、保健衛生費、予防費の中です。職員手当等が出てい

ますけれども、何人分で、どのぐらいの時間の計算なのか。そして、何人ぐらい
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がこの事業に関わられるのか。管理職員特別勤務手当等も出ています。時間外手

当であてがうのは当然ですけれども、関係者が過労にならないか、過重負担にな

らないかというのを心配しています。説明をしてください。１２の委託料につき

ましては、コールセンターの委託料です。どこにお願いする予定なのか、また、

入札等があるのかどうか、人材派遣の委託料もどのようなところに委託するこ

とになりそうかを説明してください。  

 続きまして、戻りますね。７３号です。これは、国民健康保険です。失礼しま

した。７３は結構です。  

 ７４号介護保険事業の中で、支出の部、６ページの支出の部に、認定調査費、

そして７報償費として３６万６ ,０００円上がっています。調査する対象者が増

えたからなんだろうと思うんですけれども、この予算を立てた時点で、今、認定

をお願いしたいんですと申出があった場合、最短、最長、どのぐらいの期間で動

いていただけているのかを教えてください。  

 第７５号水道事業会計補正予算におきましては、３ページ、収入の部の過年度

損益修正益とあります。２億……。失礼しました。これが会計見直し、最終的に

会計を見直して、ここにこのように上がっているんですけれども、これはなぜこ

ういう見直しを度々しなければならなかったのかというのを新しい議員さんも

おられますし、ぜひ説明をしてください。  

 第７６号です。下水道事業につきまして、これにつきまして下水道も随分住宅

がこれだけ広がってきましたので、この事業の予算が組まれていると思うんで

すけれども、何件分ぐらい、また、メートルとかキロとか平米とかそういう感じ

で具体的な説明をしていただきたいのと、今後のお願いなんですけれども、課長

が先ほど読み上げて、口頭でお伝えいただきましたけれども、１ページの備考欄

などは空欄ですので、ぜひ概略を、概要をここには今後記入していただきたいと

いう要望をお伝えして、終わります。  

河合議長  小西直美医療保険課長。 

医療保険課長  高橋議員のご質疑にお答えさせていただきます。 

 まず議第７２号一般会計（第４号）の１２ページ、諸収入の民生費雑入の６２

万１,０００円でございます。こちらにつきましては後期高齢者から健康づくり

事業を受託を受けておりますが、当初予算で上げておりました金額に消費税分

を受託収入として歳入されることが決まりましたので、消費税分を計上してお

ります。 

 引き続きまして議第８３号一般会計（第５号）でございます。６ページ予防費

につきます職員手当、時間外手当、管理職特勤のところでございます。こちらに
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つきましては、医療保険課の職員５名、管理職特勤につきましては今回課長級、

私１人分を上げております。委託料のコールセンター委託料、人材派遣委託料に

ついてでございます。コールセンターの委託料につきましては、名鉄観光サービ

ス株式会社大津営業所の方で春接種から始めておりますので随意契約をさせて

いただく予定でございます。人材派遣委託料につきましては、株式会社エムステ

ージに従来どおり随意契約により行わさせていただく予定で考えております。 

 引き続きまして介護保険事業特別会計補正予算（第１号）でございます。６ペ

ージでございます。介護認定訪問調査員の報償費でございます。こちらにつきま

しては職員が入院等を行う関係で調査員に委託する報償費の方を上げさせてい

ただいております。申入れがあった場合、最短、最長の時間はということをお聞

きされておられましたが、ケースによって変わってくるかと思います。区分変更

が必要になって早急に必要になった場合はなるべく早く入れさせていただくよ

うにはしておりますし、介護認定の更新の認定期間等も踏まえました中で調査

日程の方を組まさせていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

河合議長  清水総務課長。 

総務課長  高橋議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 私の方は議第７２号一般会計の補正予算（第４号）の１３ページ、総務費の部

分で財産管理費の部分でございます。駐車場の区画線と防災倉庫の内訳という

ことでしたが、ちょっと私がこの間の議会運営委員会でこの２つですというこ

とで申し上げたことによるご質疑だと思うんですけども、そのときの説明が誤

っておりまして、駐車場の区画線についてはその上の１０の需用費、修繕料

の２０万２,０００円、これが役場駐車場の区画線を少し引きまして、もう少

し１０台分、役場駐車場にとめられるようにということで思っておりますので、

それにつきましては、この上の２０万２,０００円の修繕料です。この１４の工

事請負費につきましては、全て防災工事の拡張工事の増加分です。 

 以上です。 

保健福祉課長  議長。 

河合議長  森ちあき保険福祉課長。 

保健福祉課長  高橋議員のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 １４ページの、款３民生費、項１社会福祉費、２老人福祉費の１２委託料の生

活管理指導短期宿泊事業委託料でございます。こちらの事業につきましては、豊

郷町高齢者生活管理指導短期宿泊事業実施要綱に基づき実施させていただくも

ので、日常生活を営むのに支障がある高齢者に対して、養護老人ホームに短期宿
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泊していただきまして、高齢者が健全で安らかな生活を営めるよう日常生活に

対する必要な支援、指導を図ることを目的としています。対象者については、自

立と判定されたおおむね６５歳以上の者及びこれに準ずる者であって、社会適

応が困難で、日常生活を営むのに支援、指導が必要な者が対象となっております。

実施施設については、養護老人ホーム金亀荘です。 

 続きまして、その下の６福祉医療給付費、１９扶助費の未熟児養育医療助成事

業です。こちら何名かということで、３名でございます。 

 以上です。 

河合議長  西山人権政策課長。 

人権政策課長  それでは、高橋議員の質疑にお答えをさせていただきます。 

 人権政策課といたしましては、７２号１４ページにございます弁護士費用に

ついてですけども、家賃の支払督促、町営住宅の明渡し請求に係る事務委託費用

でございます。 

 それと、１４の隣保館施設費、工事費の１９０万５,０００円についてでござ

います。デイルームの５台エアコンがありますが、その中の２台が壊れたという

ことで、それの取替えと事務室のエアコン１台ということでございます。デイル

ームにつきましては、５台ありますので２台壊れて、３台がフル運転しているよ

うな状況でございます。 

 以上です。 

河合議長  西山教育次長。 

教育次長  高橋議員のご質疑にお答えいたします。 

 議第７２号一般会計補正予算（第４号）の１５ページ愛里保育園施設費の報償

費の保育士謝金でございますけれども、こちらにつきましてはスポットで午後

から延長保育まで入れる保育士の方が見つかりましたので、その方の報償費と

なっております。 

 以上です。 

河合議長  岡村産業振興課長。 

産業振興課長  高橋議員のご質疑にお答えをいたします。 

 私の方は７２号の１５ページ、商工費、観光費の１２委託料２０万円のイベン

ト開催事業委託料についてですけれども、こちらにつきましては、例年豊郷町か

ら観光協会に対しまして、ひなめぐりの事業について委託をしております。観光

協会の方から、例年、県費補助をもらって運営していただいていたんですけれど

も、その分の費用が今年度、補助金の性質上採択されなかったということで、そ

の分を増額させていただいております。 
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 続きまして、１８負担金、補助及び交付金１３万円につきましては、こちらに

つきましては豊郷町観光協会への補助金となっております。観光協会が作成さ

れております、豊郷町の先人、偉人の載っているパンフレットなんですけれども、

こちらの方が少なくなってきたため増刷に伴う補助金を増額しております。 

 以上です。 

河合議長  山田上下水道課長。 

地域整備・ 

上下水道課長  高橋議員の議第７５号の３ページの過年度損益修正益の詳しい説明をという

ことでしたので、この件については僕の説明不足やったかもわかりませんが、７

月３１日の全員協議会で水道事業と下水道事業と損益の追加と修正の部分を事

細かく出しておりますので、それに該当する部分でございます。 

 次に、議第７６号の下水道事業会計の１ページの備考欄に記載してほしいと

いうことなんですけれども、ここの１ページの扱い、どう言ったらいいんですか、

補正予算実施計画書というのは、一般会計補正予算の第１表と同じ扱いですの

で、ここの備考欄には記入いたしません。なので２ページからの細かい説明書の

方で全て書いているということでございます。 

 次に、２ページの中で、下水道事業でいっぱい項目が上がっているんですけど、

メートルとかキロで事業をということですが、この件については、今回はマンホ

ールポンプの委託業務とか、マンホールポンプの中にごみが入ってくるので、ご

みが入ってきてポンプが詰まってしまうという現象が度々起きますので、そこ

にゲンチシュートという網をつける作業とか、車両の購入ですので、ちょっとメ

ートルとキロでは答えることができません。 

 以上です。 

議会事務局長  議長。 

河合議長  森本議会事務局長。 

議会事務局長  それでは、失礼します。ここを離れられない関係からこちらからご説明をさせ

ていただきます。 

 議第７２号、１３ページ、款１議会費、項１議会費、目１議会費の中の１４番

の工事請負費の内容についてお聞きいただいておりましたので、これにつきま

しては、この議場内のカメラが今現在２台で映像の方を撮らさせていただいて

流させていただいています。しかしながら、前回の議会のときに、採決の際に採

決の画像が映ってないということが発見されましたので、今回１台追加するも

のでございます。 

 以上です。 
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河合議長  再質疑ありますか。 

高橋議員  はい。 

河合議長  高橋議員。 

高橋議員  それでは再質疑をさせていただきます。  

 １４ページ、人権対策費の中で、弁護士費用、家賃とか明渡しのための費用だ、

弁護士さんに相談する費用だということは分かりましたけれども、何件ぐらい

の対象者が、対象家屋があるのかを説明してください。  

 それから隣保館の施設費の中ではエアコン等が長期間にわたって利用者が大

変してはったんですけども、それが本当によいかどうかの判断はもう少し私も

研究したいと思うんですけれども、本当にこれだけ暑いと、大変な思いを特に高

齢者もたくさん集っておられますので、もっと早く修理とかはできないんだろ

うかと。それがまだ疑問として残っておりますので、どうしても駄目なのか、何

かの方法で早める方法がないのか等をお答え願いたいと思います。  

 それから３の愛里保育園、保育士さんが見つかったということで本当によか

ったなと思うんですけれど、どのような募集をかけて、どのような見つけ方をし

ていただけたのかなと、本当にこのように努力していただいているのは子ども

たちにとっても職員さんにとっても本当に助かると思うんです。今回の見つけ

ていただけた経緯等を説明していただけたらと思います。  

 以上です。  

人権政策課長  課長。  

河合議長  西山人権政策課長。 

人権政策課長  高橋議員の再質疑にお答えいたします。  

 弁護士費用についてですけども、先ほど言いましたが、支払督促と町営住宅の

明渡し請求ということの事務委託手数料、今考えていますのは４件ありますが、

そのうちの２件、支払督促は改良住宅の方で２件、明渡し請求に係る内容証明、

訴訟等でございます。それの２件につきましては公営住宅の方を考えておりま

す。  

 それと、１４隣保館施設費、工事請負費のエアコンについてでございます。デ

イルームについては５台、先ほども言いましたが、エアコンが稼働しております。

そのうちの２台が壊れただけで３台が動いていますので、エアコンの効きとし

ては若干弱いかなという感じでございます。  

 以上です。 

河合議長  西山教育次長。 

教育次長  それでは高橋議員の再質疑にお答えいたします。  
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 今回の保育士１名に関しましては、以前働いておられた方で、もう現在は愛里

保育園をやめておられるんですけども、ちょっと子育ての余裕ができたので、来

れるようになりましたけど何か空きはありますかというお声がけをいただきま

したので、１名見つけたということでございます。  

 以上です。  

河合議長  再々質疑ありますか。  

高橋議員  ありません。 

河合議長  ほかに質疑はありますか。 

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第７２号令和５年度豊郷町一般会計補正

予算（第４号）を予算決算常任委員会に付託いたしたいと思います。  

 これにご異議ありませんか。  

議  員  異議なし。  

河合議長  異議なしと認めます。  

 よって、議第７２号を予算決算常任委員会に付託することに決しました。ご審

議のほどよろしくお願いいたします。  

 これより議第８３号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより議第８３号令和５年度豊郷町一般会計補正予算（第５号）を採決いた

します。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、議第８３号は原案どおり可決されました。  

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第７３号令和５年度豊郷町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第３号）、議第７４号令和５年度豊郷町介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）を文教民生常任委員会に、議第７５号令和５年度豊郷

町水道事業会計補正予算（第２号）、議第７６号令和５年度豊郷町下水道事業会

計補正予算（第２号）を総務産業建設常任委員会に付託いたしたいと思います。  

 これにご異議ありませんか。  
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議  員  異議なし。  

河合議長  異議なしと認めます。  

 よって、議第７３号、議第７４号を文教民生常任委員会に、議第７５号、議

第７６号を総務産業建設常任委員会に付託することに決しました。ご審議のほ

どよろしくお願いいたします。  

 暫時休憩をいたします。  

 この時計で２０分まで。  

（午前１０時１２分 休憩） 

 

（午前１０時２２分 再開） 

河合議長  それでは、再開いたします。  

 日程第２０、議第７７号令和４年度豊郷町一般会計歳入歳出決算認定につい

てから、日程第２５、議第８２号令和４年度豊郷町下水道事業会計決算認定につ

いてまでを一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

河合議長  伊藤定勉町長。  

伊藤町長  それでは、議第７７号令和４年度豊郷町一般会計歳入歳出決算認定について

から、議第８２号令和４年度豊郷町下水道事業会計決算認定についてまでを、一

括してご説明申し上げます。  

 議第７７号令和４年度豊郷町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決

算及び各公営企業会計決算の認定を求めることについては、別冊のとおりであ

り、地方自治法第２３３条第３項の規定及び地方公営企業法第３０条第４項の

規定により、議会の認定を求めるものであります。各会計の決算の内容につきま

しては、既に議員各位に配付させていただいたとおりであり、令和４年度決算概

要ならびに令和４年度主要施策の概要により説明に代えさせていただきます。

この後、担当課長から補足説明をいたしますので、どうぞご審議のほどよろしく

お願い申し上げまして、提案説明といたします。どうぞよろしくお願いいたしま

す。  

会計管理者  はい、議長。  

河合議長  馬場貞子会計管理者。  

会計管理者  ただいま町長から提案説明がございました議第７７号から議第８０号までの

各議案につきまして、地方自治法第２３３条第１項及び同法施行令第１６６条、

並びに同法施行規則第１６条及び第１６条の２の規定により調製をいたしまし
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たので、その決算の概要につきまして、ご説明申し上げます。  

 まず、議第７７号令和４年度豊郷町一般会計歳入歳出決算についてご説明申

し上げます。決算書の８ページをご覧ください。  

 令和４年度一般会計における歳入合計額は５６億６ ,３４４万７ ,２２９円と

なりました。  

 次に、１１ページをご覧ください。  

 歳出合計額は５２億４ ,３９５万５ ,７８４円となり、歳入歳出差引残額は４

億１ ,９４９万１ ,４４５円となりました。  

 次に、１７７ページ、実質収支に関する調書をご覧ください。  

 先ほどの歳入歳出総額、また差引総額が記載されております。このうち翌年度

に繰り越すべき財源１億４ ,０６６万１ ,０００円を差し引きますと、実質収支額

は２億７ ,８８３万４４５円の黒字となります。前年度と比較して大きく変動の

あったものや特色ある事業につきまして、歳入歳出決算事項別明細書を基に説

明をさせていただきます。ページが前後することもございますことをあらかじ

めご了承いただきたいと思います。  

 まずお戻りいただきまして、１５ページをご覧ください。  

 款１町税でございます。令和４年度の町税調定総額は１０億２ ,２９３

万８２７円で、収入済額は９億９ ,５９８万１ ,６９２円、不納欠損額は５５

万７ ,２５８円、収入未済額は２ ,６３９万１ ,８７７円となりました。収入済額は、

昨年に比べて１ .２％増額しております。  

 次に、１８ページをご覧ください。  

 款６法人事業税交付金、項１法人事業税交付金におきましては１ ,６７８万円

の交付があり、昨年度より５４４万円の増額、前年比４８％の増となっておりま

す。こちらにつきましては令和２年度から導入された交付金でございますが、令

和４年度におきましては、コロナ禍３年目となりましたが、徐々に景気が上向い

てきたことに伴い、県に納付された法人事業税が増加し、本町への交付も増加し

たものでございます。  

 次に、２１ページをご覧ください。  

 款１２分担金及び負担金、項２負担金、目２土木費負担金、節１道路橋梁費負

担金につきましては６８％の増となっております。こちらにつきましては、令

和３年度同様、歌詰橋改修工事に係る愛荘町分の負担金の増によるものでござ

います。一方、５３ページにございますように、町債の発行につきましては、前

年度に比べまして３億６ ,３４９万４ ,０００円、率にして６５ .３％の減となって

おります。こちらにつきましては、庁舎が完成したことにより公共施設等適正管
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理推進事業債の発行がなかったためでございます。  

 次に、歳出についてご説明をさせていただきます。  

 １２７ページをご覧ください。  

 款７商工費、項１商工費、目１商工振興費では、節１０の印刷製本費６

万４ ,２９５円、節１１通信運搬費１３０万５ ,０９２円、節１２委託料９ ,４３５

万７ ,５００円を活用しまして、コロナ対策地域経済活性化事業として、「豊郷町

つなぐ・つながる商品券」事業を実施いたしました。  

 １５６ページ、上段、款１０教育費、項２小学校費、目２日栄小学校整備費、

節１４工事請負費では、繰越事業の施設整備費といたしまして、日栄小学校体育

館の照明を水銀灯からＬＥＤ照明へと改修し、また１０６ページの款３民生費、

項２児童福祉費、目３愛里保育園施設費の中の節１４工事請負費（繰）施設整備

費と併せまして、日栄のさと空調改修工事を実施いたしました。  

 次に１７３ページをご覧ください。  

 款１０教育費、項６保健体育費、目２スポーツ公園施設費、節１４工事請負費

です。バンガロー跡地利用としていろいろと方向性が決まらず、長年の懸案事項

となっておりました豊郷スポーツ公園バンガロー跡地を主要施策の概要の表紙、

こちらでございます、こちらの写真のようにサブグラウンドとして整備をいた

しました。  

 １７４ページ、款１１公債費につきましては、昨年より６０％減の１

億８ ,６２８万７ ,４８０円となりました。令和３年度には緊急防災・減災事業債

の繰上償還の返済を行いましたが、令和４年度におきましては定期償還のみと

いたしたためでございます。  

 なお、決算の具体的内容における歳入の事項別明細につきましては、決算書

の１５ページから５５ページに、また、歳出につきましては、５７ページか

ら１７５ページにわたり、款別に順に記載しておりますので、ご覧いただきたい

と思います。  

 さらに、決算書の１７８ページ、公有財産の土地及び建物の令和４年度中の増

減を記載しております。また、１７９ページには、物権と出資に係る権利状

況、１８０ページには、基金の年度末現在高を、１８１ページには１００万円以

上の重要物品をそれぞれ記載しておりますので、ご参照いただきたいと思いま

す。  

 引き続きまして、議第７８号令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算についてご説明申し上げます。  

 １８８ページをご覧ください。  
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 令和４年度国民健康保険事業における歳入合計額は９億３８６万１２５円と

なりました。  

 次に１９０ページをご覧ください。  

 歳出合計額は８億９ ,４９９万５ ,０２３円となり、歳入歳出差引残額は８８６

万５ ,１０２円となり、実質収支も同額となっております。  

 歳入歳出の主なものをご説明させていただきます。  

 １８７ページにお戻りください。  

 歳入の主なものといたしましては、款１国民健康保険税が１億２ ,７７０

万８ ,０２４円、款３県支出金が６億７ ,３３４万６ ,９９８円となっており、歳入

全体の８８ .６％を占めております。また、歳出における主なものといたしまし

ては、１８９ページをご覧ください。款２保険給付費が６億５ ,２２８

万５ ,０３３円、款３国民健康保険事業費納付金が１億９ ,７４９万８ ,２２０円と

なり、歳出全体の９５％を占めております。国民健康保険の加入世帯につきまし

ては１ ,０３９世帯で、昨年より１８世帯減少しております。被保険者につきま

しても１ ,７１１人と、昨年より７７人減少しております。このことは豊郷町決

算概要、こちらになりますけれども、こちらの９ページに記載されておりますの

で、またご参照いただければと思います。  

 一般会計同様、決算の具体的内容における歳入の事項別明細は１９３ページ

から１９８ページに、また、歳出につきましても、１９９ページから２０７ペー

ジに款別に順に記載しておりますので、ご覧いただきますよう、よろしくお願い

いたします。さらに、決算書の２１０ページには財産に関する調書をそれぞれ記

載しておりますので、ご参照いただきたいと思います。  

 引き続きまして、議第７９号令和４年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算

についてご説明申し上げます。  

 ２１６ページをご覧ください。  

 令和４年度介護保険事業における歳入合計額は７億１ ,１７２万４ ,３７４円

となりました。  

 次に、２１８ページをご覧ください。  

 歳出合計額は６億８ ,０７７万１ ,４３７円となり、歳入歳出差引残額

は３ ,０９５万２ ,９３７円となり、実質収支も同額となっております。  

 歳入歳出の主なものをご説明させていただきます。  

 ２１５ページにお戻りください。  

 歳入の主なものといたしましては、款１介護保険料が１億４ ,２９８

万５ ,０１８円、款３国庫支出金が１億３ ,９５９万１ ,４６２円、款４支払基金交
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付金が１億６ ,３１２万７ ,０００円となっております。  

 次に２１７ページをご覧ください。  

 歳出における主なものといたしましては、款２保険給付費が５億９ ,０１２

万９ ,７２３円となっております。介護保険第１号被保険者は１ ,９８１人で、う

ち要介護・要支援認定者は４００名、認定率は２０ .１％と、ほぼ横ばいになっ

ております。また、先ほどの給付費のうち、居宅介護サービス費が３億３ ,７７７

万７４３円、施設介護サービス給付費は２億５ ,２３５万８ ,９８０円となってお

ります。このことは、先ほどの国民健康保険特別会計同様、こちらの決算書

の１１ページ、１２ページに記載されておりますので、またご参照いただきたい

と思います。  

 一般会計同様、決算の具体的内容における歳入の事項別明細は２２１ページ

から２２８ページに、款別に順に記載しております。また、歳出におきまして

も、２２９ページから２４４ページにわたり記載しておりますので、ご覧いただ

きますようによろしくお願いいたします。さらに、決算書の２４６ページには財

産に関する調書をそれぞれ記載しておりますので、ご参照いただきたいと思い

ます。  

 引き続きまして、議第８０号令和４年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算について、ご説明申し上げます。  

 ２５１ページをご覧ください。  

 令和４年度後期高齢者医療保険事業における歳入合計額は ７ ,６０７

万６ ,４９０円となりました。  

 次に２５２ページをご覧ください。  

 歳出合計額は同額の７ ,６０７万６ ,４９０円となっております。  

 歳入歳出の主なものをご説明させていただきます。  

 先ほどの２５１ページにお戻りください。  

 歳入の主なものといたしましては、款１後期高齢者医療保険料が５ ,０８１

万６ ,６８３円となっております。  

 歳出における主なものといたしましては、２５２ページをご覧ください。  

 款２後期高齢者医療広域連合納付金が６ ,９０１万２６６円となっております。

被保険者から納付された保険料等を滋賀県後期高齢者医療広域連合に納付して

いるものでございます。後期高齢者医療保険の被保険者は９５６名で、昨年よ

り４３名増加しております。保険給付や保険料の決定などは滋賀県後期高齢者

医療広域連合が担い、町におきましては、保険料徴収を行っております。徴収率

につきましては９９ .８６％でありました。このことはさきの２特会同様、こち
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らの決算書の決算概要１０ページに記載されておりますので、またご参照くだ

さい。  

 一般会計同様、決算の具体的内容における歳入の事項別明細は２５５ページ

から２５７ページ、歳出につきましては２５９ページから２６０ページに、款別

に順に記載しておりますので、ご覧いただきますようによろしくお願いいたし

ます。  

 以上をもちまして、議第７７号から議第８０号までの４議案につきましての

決算概要の説明を終わらせていただきます。よろしくご審議賜りますようお願

い申し上げます。  

地域整備・ 

上下水道課長  議長。 

河合議長  山田上下水道課長。 

地域整備・ 

上下水道課長  それでは、私から議第８１号令和４年度豊郷町水道事業会計決算認定につい

てご説明いたします。 

 まず１ページをお願いします。 

 経理状況は、水道事業収益４億６ ,６５５万９,０６４円に対し、費用は４

億６,０６１万９,３２８円となりました。 

 ２ページ、資本的収支につきましては、収入額７,０７７万６,４３１円、支出

額１億３,３８８万３,７７９円で、不足する額６,３１０万７,３４８円は、当年

度消費税及び地方消費税資本的収支調整額１０４万８４７円と、当年度損益勘

定留保資金５,２２５万３,２５３円と、利益剰余金４８９万８,８８９円と、引

継金４９１万４,３５９円で補填をいたしました。 

 事業収益では、前年度と比較しますと２億６,０９２万５,５４０円の増収で

す。これは、平成２９年度に公営企業会計へ移行いたしましたが、移行前の他会

計負担金の長期前受金を特別損益として修正したためです。資本的支出につい

ては、前年度と比較し１億１,６３５万３,９１０円の減額となりました。これは、

令和３年度は、南部浄水場耐震補強及び緊急遮断弁設置工事など大きな工事が

ありましたが、令和４年度は、北部配水管布設替工事、耐震化工事と南部浄水場

ろ過機ろ材交換工事などの資本的支出工事が少なかったことによるものです。 

 ３ページをお願いします。 

 損益計算書では、当年度純利益４８９万８,８８９円で、公営企業会計開始か

ら初めての黒字となりました。 

 ６ページをお願いします。 
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 貸借対照表では、水道事業の総資産は１７億７８５万４ ,１６９円、負債合

計１５億２,９８５万２,４４５円で、資本合計は１億７,８００万１,７２４円

となり、負債資本合計は１７億７８５万４,１６９円となります。 

 １４ページです。 

 令和４年度の水道事業会計の経営状況は、一般用、営業用、官公署用など合わ

せて給水人口６ ,６１８人、給水戸数は２ ,４８１戸、総配水量は８０

万８,０３６立米の給水を行い、令和３年度と比較しますと、給水人口は７人、

給水戸数は５戸減少しましたが、総配水量は５,１７３立米の増となっており、

有収水量は約３.５１％増加しました。 

 １７ページ、建設改良費・水道改良工事の概況は、一覧のとおりです。 

 次に、１９ページ、企業債の概況におきましては、令和３年度末で１０

億２ ,３００万４ ,９８９円となっておりましたが、令和 ４年度におい

て９,６３０万２,７６３円を償還し、新たに１,６８０万を借り入れた結果、令

和４年度末残高は９億４,３５０万２,２２６円となりました。 

 次に、議第８２号令和４年度豊郷町下水道事業会計決算認定についてご説明

いたします。 

 それでは、１ページ、下水道事業収益は３億１,９９８万５,２１７円に対し、

費用は２億９,９８６万５,７５０円となりました。 

 ２ページ、資本的収支は収入額６ ,４７９万２ ,９７１円、支出額１

億８,６９８万９,７５１円で、不足額１億２,２１９万６,７８０円は、当年度消

費税及び地方消費税資本的収支調整額９８万２９４円、当年度損益勘定留保資

金７ ,６４５万５ ,６８６円、利益剰余金１ ,９１３万８ ,９５８円、引継

金２,５６２万１,８４２円で補填を行いました。 

 事業収益では、前年度と比較しますと２０４万７,１０７円の増収となりまし

たが、これは、長期前受金が増額となったためです。資本的支出では４１６

万６,２４０円の減少となりましたが、これは補助金対象事業の減少に伴い、企

業債の借入れと国庫補助金が減少したためです。 

 次に３ページです。 

 損益計算書では、当年度純利益１,９１３万８,９５８円の黒字となりました。 

 ６ページの、貸借対照表では、下水道事業の総資産額は４８億４ ,４５４

万６,２３８円、負債合計が４０億９,８３３万６,６９７円で、資本合計は７

億４,６２０万９,５４１円となり、負債資本合計４８億４,４５４万６,２３８

円となりました。 

 次に１８ページです。 
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 令和４年度の下水道事業会計の経営状況は、処理区内人口７,１７６人に対し

て、水洗化人口６ ,７１９人、水洗化率が９３ .６４％、処理水量は１０１

万２,８６５立米となり、令和３年度と比較しますと、水洗化人口は９人増加し、

水洗化率は０.４１％増加いたしました。処理水量は１万７,６９１立米の減と

なり、処理水量と有収水量の差、不明水は１５万７０立米となります。 

 １９ページは企業債の状況です。令和３年度末におきまして、１４

億２,５７７万５０４円となっておりましたが、令和４年度に１億４ ,８０１

万７,１８７円を償還し、新たに２,４１０万円を借り入れた結果、令和４年度末

残高は１３億１８５万３,３１７円となりました。 

 以上、説明を終わります。 

河合議長  監査委員の審査の報告を求めます。前田広幸君。 

監査委員  はい、議長。 

河合議長  前田監査委員。 

監査委員  監査報告をいたします。 

 町長より提出されました令和４年度豊郷町一般会計歳入歳出決算書をはじ

め、３特別会計決算書、水道事業ならびに下水道事業の各会計決算書ならびに決

算附属書類、基金の運用状況報告書について、本年７月２６日、７月２７日、８

月１６日に各担当課の説明を求め、監査を実施いたしました。監査では、各会計

決算書及び帳簿等が関係法令に準拠して調製されているか、財政運営は健全か、

財産の管理はどうか、予算が適正かつ効率的に執行されているか、また、関係諸

帳簿及び証拠書類との照合等に加え、本年度の監査では、監査調書に基づき、債

権管理、委託業務、各種団体、自治会の補助金、時間外勤務、公営改良住宅の管

理等を重点的に審査いたしました。 

 その結果、審査に付された一般会計、特別会計、上下水道事業会計ともに、関

係法令に準拠して作成されており、決算計数は、会計諸帳簿及び証拠書類と照合

した結果、誤りのないものと認めました。また、各基金の運用状況を示す書類の

計数についても誤りのないものと認められましたので、報告をしておきます。 

 なお、各決算書内容については、審査意見書の記載をご覧いただきたいと思い

ます。 

 今回の決算を踏まえ、健全な財政運営の確立はもとより、厳しい現状認識に立

ち、権利と義務が果たされる社会の秩序を維持するためにも、一層公平公正な徴

収を進めることを求めるところでございます。 

 また、予算計上した事業の内容や目的についての理解を改めて深め、見直しの

必要な事業については随時見直しを行い、住民への周知と責任ある事業執行が
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行われるよう求めます。 

 最後になりますが、第５次豊郷町総合計画の基本理念である「一生青春 みん

なで安心 元気なまち」の実現に向けて、町長をはじめ全職員が一致協力し、積

極的な取組へと結びつけ、町民の期待に応える行政サービスが推進されること

を強く求め、令和４年度会計決算における監査報告といたします。 

河合議長  ご苦労さまでした。これより審査意見に対して質疑を行います。質疑はありま

せんか。  

議  員  なし。 

河合議長  次に、各会計の歳入歳出決算認定について質疑を行います。質疑は一括して行

います。質疑はありませんか。 

高橋議員  はい、議長。 

河合議長  高橋議員。  

高橋議員  それでは令和４年度豊郷町歳入歳出決算書につきまして質疑をさせていただ

きます。  

 ただいまの監査委員からの報告にもありましたけれども、まず、全ての会計に

おきまして不納欠損額が相当残っております。それへの町長の見解を伺いたい

と思います。未済額もそうですよね。それから不用額も増加しているという分析

をしてくださっております。この背景も、必要なものをやらなかったのか、やろ

うと思ったのにやれなかったのかなども含めまして、そういう観点からの町長

の見解をお伺いしたいと思います。  

 そして、補助金等の見直しのこともこの意見書の中の３２ページには載って

おります。この補助金の支出については、担当課がそれぞれ計上したものが妥当

だったかどうかというのは、しっかり分析をしなければいけないという指摘か

と思うんですけれども、補助金は適正だったのか、もう変えたほうがいいのじゃ

ないかとかそういうものが、今、この決算の時点で見えてきていたら、報告をお

願いいたします。  

 それでは、詳しく聞いていこうと思います。  

 まず１８ページです。歳入の部の法人事業税交付金とあります。令和４年度に

比べて随分収入が上がっているような報告を受けましたけれども、その中で、コ

ロナのこともありまして、法人を、事業そのものをやめてしまった、そういう事

業所もあるのではないかと想定しますが、町内の法人の動向を報告してくださ

い。収入は上がっているけれども、件数としては増えているのか減っているのか

を教えてください。  

 続きまして５９ページです。これは総務課に一括されている一般管理費の中
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の職員手当等です。３の職員手当等についてお尋ねします。この決算に上がって

います職員の皆さんの雇用については、正職の人は数としてきっちりとありま

すけれども、臨時的に募集をかけて勤める、そういう方も相当あると思います。

職安ルート、または防災無線での放送での呼びかけ、直接職員が、先ほど教育委

員会からも報告ありましたけれども、知り合いを頼って探す。いろんな雇用形態

があると思うんですけれども、私たちの町のこの３つの探し方というのはどの

ようになっていますか。そして、放送はされていないのに、あの仕事にあの方が

ついているという傾向もお聞きしていますので、町としてはどのような募集を

かけているのか。採用についてはどのような手順なのか等をお尋ねしたいと思

います。  

 続きまして、７８ページの選挙関係です。昨年はたくさんの選挙がありました。

投票率アップのためにはどのような努力をなさってこられたのか。目標として

いたパーセントとか、特に１８歳からの選挙権が実施されていますから年齢層

別にどのような具合なのかの報告を教えてください。今年も間近に選挙はあり

ます。その点では、有権者に投票に行くのは当たり前なんだと、権利とともに義

務なんだと、このような意識づけするための、方策を取っておられたかどうかを

教えてください。  

 続きまして１２７ページの１商工費、商工振興費の中のこれは委託料です。コ

ロナ対策地域経済活性化事業費委託料、これを取り組まれたわけなんですけれ

ども、不用額が相当出ているその背景と、この事業に関しては売れ残りが多くっ

て、後で募集をかけて１人の方がたくさん買われたとかいう、本当に町民の中に、

不平不満が残ったような事業だと思うんですけども、それについての担当課の

分析等をお知らせいただきたいと思います。  

 続きまして１７４ページです。これは先ほど町長にお聞きしていますから、大

丈夫です。  

 戻りまして、教育関係に戻ります。一般管理費の中で、これも今日特に１４３

ページ、教育振興費にあります１報酬、この中の教育保育支援員とか特別支援介

助員が上がっていますけれども、何名が具体的に対象だったのか、この決算時点

でそれぞれが何名分だったのか、フルタイム、またパートの中でも８時間勤

務、６時間勤務、４時間勤務、いろいろとあるんですけども、その確保の仕方を、

どうされているのかを説明してください。また、教育関係につきましては、子ど

もたちの現状、この決算時点で不登校及び行き渋り、また虐待、ネグレクト等々、

子どもの実態をお感じだと思いますので、その報告を学校別にお知らせいただ

きたいと思います。それから、過去の校区研というので先生方が子どもたちの実



1 － 34 

態をつかんで意見交流等をなさって、より充実した教育のためにご努力いただ

いていると思います。今、豊郷の子どもたちに何が課題となっているのか、どの

ように解決をしようとしているのか等々の説明をお願いいたします。  

 以上です。  

河合議長  山口税務課長。 

税務課長  高橋議員のご質疑にお答えいたします。  

 不納欠損の見解ということですけれども、税務課といたしましては個人町民

税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税それぞれ不納欠損をしております

けれども、その見解につきましては、地方税法第１８条第１項に規定する５年間

の時効による徴収権の消滅に該当する者及び同法第１５条の７第４項に規定さ

れる滞納処分の執行停止、３年継続による徴収権の消滅に該当する者を不納欠

損したものでございます。  

 次に、１８ページ法人事業税の交付金ということで、多分総務課にお尋ねやと

思うんですけれども、内容につきましては税務かなと、うちの方でお答えさせて

いただきます。  

 このときに上がったということで分析しますと、令和２年から３年の方につ

き ま し て は コ ロ ナ の 影 響 が な く な り 一 旦 業 績 が 上 が っ た と い う こ と

で、２ ,０００万ほど上がっております。そうした関係で法人事業税の交付金が

増えたのかなと思います。法人の業者につきましては約２１０社で数の推移と

いうことですけど、ほぼ横ばいと考えております。  

 以上です。  

町  長  はい、議長。  

河合議長  伊藤定勉町長。  

町  長  法に基づいて職務を遂行していただいているものでございますし、昨年の監

査委員さんの意見にもありましたように、昨年は 債権条例を制定させていた

だき、また、それに基づいてしっかりと徴収の方もやってまいりたい、このよう

に思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。  

河合議長  清水総務課長。 

総務課長  それでは高橋議員のご質疑にお答えをします。  

 私の方は１８ページ、法人事業税交付金でございます。先ほど税務課長から少

しご説明させていただきましたけれども、法人事業税交付金というものは、法人

事業税の一部、７ .７％を県が配分するものでございまして、令和２年度から始

まっております。ただ経過措置がございまして、令和３年度は税額割が３分の２、

従業員割が３分の１だったものが、令和４年度は税額割が３分の１、従業員割
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が３分の２ということで配分の基準そのものが変わっておりますので、額が大

きく変動しておるということでご理解をお願いしたいと思います。  

 それから５９ページ、職員の募集、雇用の関係でございますけれども、基本的

には、職業安定所に求人票を出しまして、求人を求めておるものでございます。

中には放送を長期で募集をかけられるぐらい時間的に余裕のある場合は放送を

させていただいている場合もございますが、急に体調等の都合で欠員が出て、ど

うしても緊急で雇わなければならないというような場合は過去にいていただい

た方等にお願いして、何とか穴を埋めていただいているというような状況がご

ざいますので、防災無線での放送に至らない場合もあるということがございま

すが、基本的には全て職安にかけさせていただいて、求人を出させていただいて

募集をしているところです。  

 それから次に７９ページの投票率アップのところですけども、先ほどおっし

ゃいましたけれども、投票については義務ではございませんのでその点はお間

違いないようにお願いをしたいと思います。ただ選管としましても、投票率アッ

プは大事なことという考えでおりますので、常時啓発、選挙時啓発に力を入れて

おります。昨年度につきましては、小学生に色鉛筆を配って、主権者教育の一環

になるようにということで啓発をしておりますので、今後とも引き続き啓発を

続けてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。  

 以上です。  

産業振興課長  はい、議長。 

河合議長  岡村産業振興課長。 

産業振興課長  高橋議員のご質疑にお答えをいたします。  

 私の方から７７号の１２７ページ、商工費の委託料の件についてでございま

す。こちらにつきましては、各世帯に対しまして３万円の商品券の方を配付させ

ていただいた事業でございます。３ ,１０１世帯に対しまして３万円ということ

で、全体として９ ,３０３万円配付させていただきまして、最終使用されました

のが９ ,０５５万７ ,５００円ですので、差額２４７万２ ,５００円を使用されなか

ったということでその分が不用額として上がっております。  

 また、１人の方が大量に買われたことはどういうことですかという話だった

んですけれども、今回の事業に関しましては、各世帯に一律に配付させておりま

すので、そのような事実はございません。  

 以上です。 

教 育 長  はい、議長。 

河合議長  堤教育長。 
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教 育 長  高橋議員の私の方は教育関連の中から校区研についてのご質疑にお答えいた

したいと思います。  

 校区研は町内の保育園２園と幼稚園、そして両小学校、中学校、そして保健福

祉課でもって構成されている豊日中学校区教育研究会であります。部会の方

は５つの部会に分かれて、それぞれ課題、テーマを絞りながら研修を行っていま

す。その中で何が課題となっているかというとこら辺ですけれど、子どもたちの

健やかな成長、あるいは学習の環境のために、教職員、子どもに関わる者がどの

ように講じていくか、そういうことがメインになっています。その中で子どもた

ちの置かれている生活環境をよりよくしていくためにどのように家庭に支援を

求めていくのか、そういうようなことが主に話されているところであります。家

庭にどのように発信していくか、そういうようなことを協議して、文書あるいは

フォーラム等で活動を行っている、そういう状況であります。  

 以上です。 

教育次長  はい、議長。 

河合議長  西山教育次長。 

教育次長  高橋議員のご質疑にお答えをいたします。  

 一般会計決算１４３ページの職員募集方法につきましてですけども、こちら

の教育保育支援員につきましては７名となっております。募集方法につきまし

ては、基本的には教育支援員ということになりますので、教員免許をお持ちの方

というふうになりますので、例えば県費講師をされていて県費講師の期限が切

れたので町費に振り替えていただいている方とか、教員のＯＢの方を学校長か

ら直接声をかけていただいたりという採用方法と、一般の職安の方に募集をか

けて採用するという複数の方法で採用の方をさせていただいております。  

 虐待、ネグレクトと身体的虐待等の知覚件数につきましては、こちらの保健福

祉課が担当課となりますので、そちらの方から答弁の方をお願いしたいと思い

ます。  

 また不登校の学校別数、学校別の数字をということですけれども、ごめんなさ

い、今不登校の数字の方は拾って私の手元の方に資料はないんですけれども、基

本的には不登校は長欠３０日以上の子どもさんということになりますので、現

時点でという数字と、年度末の数字の方は異なってきますので、現時点の数字は、

委員会の方でご報告させていただきますけれども、基本的に不登校の数につき

ましては、町全体で何名という形でしか今、県でもそうですけれども学校別には

公表の方はしておりませんので、全体の数字としてご報告の方をさせていただ

く予定をしております。特別支援介助員については１名でございます。  
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 以上です。 

河合議長  森ちあき保健福祉課長。 

保健福祉課長  高橋議員のご質疑にお答えさせていただきたいところですが、虐待の児童件

数につきましては、デリケートなことでもありますので答弁の方は控えさせて

いただきます。  

 以上です。 

河合議長  再質疑ありますか。  

高橋議員  はい。 

河合議長  委員会付託の案件ですので、質疑は簡潔にしてください。  

高橋議員  分かりました。努めます。それでは、まず雇用の在り方につきまして、５９ペ

ージ、雇用の在り方につきましては、３つの方法でやっておられるんですけれど

も、割合としてはどのような感じでしょうか。そしてそのとき、派遣のところに

お願いするという方法も最近ありますけれども、派遣の方法を利用するのが町

の持ち出しが増えますので、その辺はどのようにお考えかというのをお願いし

ます。  

 それから投票についてなんですけども、すいません私は自分自身がもう行く

ものだという教育も受けましたし、そのように思い込んで言いましたから、もち

ろん義務として皆さんに押しつけるとかそういうのではないんですけれども、

選挙というのは行くのが当たり前なんだというそういう啓蒙の仕方というか、

そういうことをもっと工夫できないかなと思う次第なんです。昨年は、色鉛筆を

小学生にお配りしての啓蒙をなさったみたいなんですけれども、やっぱり疑似

体験をするとかいろんな工夫をやっている自治体もありますけれども、そうい

うのは検討されたのか。とにかく自分たちが選ぶ人たちがどのようなことをす

るんだということが分かったら、投票に行こうかな、政治はこのようにして変わ

るんだなという、そういう自覚を持てる人たちが増えれば、もっと積極的な投票

になるんじゃないかと思うんです。先ほどは特に鉛筆のことしかありませんで

したけれども、アップのために、決算に向かってどんな取組、まだあると思うん

です。もうちょっとあるんじゃないかと思いますので、具体例を示してください。 

 そして、学校の先生方が、保幼小中の先生方が一緒に一堂に会していろんな課

題を研究したり、実践を交流し合うというのはとても大事なことだと思うんで

す。その中で、残念なのが、保育園とか幼稚園に勤めておられる、いわゆる非正

規の方々は、なかなかこういうところに行くチャンスがない。今までの答弁もあ

りましたけども、子どもたちがいる限りできないんだということは重々分かる

んですけれども、みんなが共有するというのは大事かと思いますので、そこら辺
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を非正規の方々も学び合える、そういう機会というのは昨年度はどのぐらいあ

ったのか。今後、そういうことをやろうと思ったら、どういう工夫が考えられる

か等を教えていただきたいと思います。  

 それから商工費につきましては、おととしのことと勘違いしていました。その

よくなかったのが、去年の場合のように直接ということで変わったのでよかっ

たなと思う次第なんですけども、こういう方向性を維持しようとなさっている

のか。また、同じコロナ対策等におきましても、直接給付ということをやったと

ころもありますけれども、町は各戸への配付を行いました。その結果をどのよう

に分析しておられるのか、ほかの方法もまた考える余地があるのかどうかを教

えてください。  

 子どもたちを取り巻く環境は本当に厳しいものがあります。もちろん私は実

態を何名とかそういうのとかじゃなくてどこの学校がとかじゃなくて、トータ

ルでいいですので、ネグレクト等の子どもたちが増えつつあるのか、それとも減

りつつあるのか。そういう表現でも、教えていただきたいと思います。虐待とか

行き渋り、不登校等もどのような具合かぐらいはお伝え願えるのかなと思うん

ですけれども、いかがでしょうか。  

 以上です。 

河合議長  清水総務課長。 

総務課長  それでは、高橋議員の再質疑にお答えをさせていただきます。  

 まず、５９ページの関係で会計年度任用職員の雇用の関係でございますけれ

ども、職安にかけている割合ということでしたけども、職安にかけているものが

ほとんどほぼ１００％に近い部分ではかけております。ただ先ほども言うてい

ただいたように派遣をお願いしたりとか、先ほど言うておりました急きょ欠員

を埋めているという場合は、イレギュラーな措置としてそういうことがありま

すけども、基本的には職安にかけていると思っていただいて結構です。また、派

遣についてですけども持ち出しが多いとかいうことがありまして、どう思って

いるのかという部分でございますけれども、一応派遣につきましても当然試験

をしておりまして、豊郷町で働いていただける方かどうかの試験もしておりま

す。あと持ち出しが出るというのは当然のことでございまして、本来ですとそれ

にかけなくても職安経由で試験に応募していただけるのが一番いいんですけれ

ども、特に保育士の部分につきましてはいないというだけではもう待機児童が

出るというのはさんざん御指摘をいただいていることでございますので、少し

でも待機が出ないようにということで、あえて持ち出しを甘んじて受け入れつ

つ保育士の確保を行っているところでございます。  



1 － 39 

 次に７９ページの選挙の啓発の関係なんですけども、先ほど例えばというこ

とで色鉛筆のことを言わせていただきましたけれども、ほかにも明るい選挙の

ポスターを子どもたちに描いてもらうとか、明るい選挙の作文コンクールとか

がございまして、そういうことで主権者教育をさせていただいております。体験

等の検討をしたのかということでございますけれども、最近ですと選挙が２０

歳から１８歳になったとき等で近隣とかで高校で模擬投票とかされておられる

ニュースにも当然接しておりますけれども、残念ながら町内には高校もありま

せんし大学もありませんので、ちょうどその投票率のどうしても低めなところ

の１８歳というか、若者世代に効率よく接する場所というか、機会がございませ

んので、町の方としてもなかなか苦労しておるところでございます。  

 しかしながら、先日ございました中学生議会等でも主権者教育について中学

生の方からご質問をいただくなど、それぞれの年代に応じて興味を持っていた

だいているということで、今後とも主権者教育を頑張っていきたいというふう

に思っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。  

 以上です。  

教 育 長  はい、議長。 

河合議長  堤教育長。 

教 育 長  高橋議員の再質疑にお答えいたします。  

 まず非正規の方の研修をということで、どのように図っていくかということ

ですけど、時間内に保育園の先生方に研修に参加していただくのは非常に難し

いということはもう重々ご承知いただけるんじゃないかなということもありま

す。そんな中で、年１回ではありますが、時間外に研修会を設定して、非正規の

方も参加していただける、そういう機会を設けております。  

以上です。  

産業振興課長  はい、議長。 

河合議長  岡村産業振興課長。 

産業振興課長  高橋議員の再質疑にお答えをいたします。  

 今年度につきましても同様の事業を実施する予定をしております。今年度に

つきましては、各世帯に一律２万円分の商品券の配付を考えております。こちら

につきまして直接給付等の考えはないのかというお話でしたけれども、振込口

座の確認や、皆さんもご存じのように全国的に振込みの手違いの間違い等もご

ざいます。このような事件もございますので、また交付金の性質上丸投げで配付

することは許されておりませんので、今年度につきましても商品券と同じよう

な形で実施したいと考えております。  
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 以上です。  

教育次長  はい、議長。 

河合議長  西山教育次長。 

教育次長  それでは、髙橋議員の再質疑にお答えをします。  

 不登校の行き絞りについてですけれども、教育委員会の立場として言うべき

ことではないのかもしれませんが、必ずしも学校に行かなければならないとい

うものではないというのはもうご承知のとおりだと思います。無理に学校に行

くことで本人のやる気がそがれるんであればご自宅で学習ができればそれで問

題ないと、教育委員会の立場としてというよりは私個人としては考えておりま

すので、必ず学校に行くのが一番いいとは思いますけれども、そこに行けないの

であればフリースクールであったりとか現在であれば放課後登校、あと隣保館

登校の方がありますので、その方法を活用していただければというふうに思っ

ております。  

 先ほども申し上げましたとおり不登校の数については全体の数をご報告させ

ていただくというふうに申し上げましたので、その数の方を委員会の方でご報

告させていただきますし、全体の数の傾向と言われますと、当然今まで行き渋り

の子どもさんが不登校になって、不登校の子どもがなかなか完全に復学できる

というのは状況としてはかなり厳しいというのは現実としてありますので、全

体としては数はどうしても増えていく。必ず子どもさんはそれぞれの学年に応

じて卒業の方をされていきますので、全体として経年の数を比較することにあ

まり意味はないのかなというふうには個人的には考えています。  

 以上です。  

河合議長  再々質疑はありますか。  

高橋議員  なし。  

河合議長  ほかに質疑ありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第７７号令和４年度豊郷町一般会計歳入

歳出決算認定についてを予算決算常任委員会に、議第７８号令和４年度豊郷町

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、議第７９号令和４年度

豊郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、議第８０号令和４年

度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定についてを文教民生常

任委員会に、議第８１号令和４年度豊郷町水道事業会計決算認定について、議
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第８２号令和４年度豊郷町下水道事業会計決算認定についてを、総務産業建設

常任委員会に付託いたしたいと思います。  

 これにご異議ありませんか。  

議  員  異議なし。  

河合議長  異議なしと認めます。  

 よって、議第７７号を予算決算常任委員会に、議第７８号、議第７９号及び議

第８０号を文教民生常任委員会に、議第８１号、議第８２号を総務産業建設常任

委員会に付託することに決しました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 日程第２６、発議第３号豊郷町議会議員の請負の状況の公表に関する条例案

を議題といたします。西澤清正議員、提案理由の説明をお願いします。  

西澤清正議員  はい、議長。  

河合議長  西澤清正議員。  

西澤清正議員  それでは提案説明をさせていただきます。  

 発議第３号豊郷町議会議員の請負の状況の公表に関する条例案について、説

明いたします。  

 地方自治法の一部を改正する法律が令和４年１２月１６日に公布され、この

うち議会の議員に関わる請負に関する規制の明確化及び緩和については、政令

等により、令和５年３月３１日に施行されました。この改正法は、各会計年度に

おいて支払を受ける請負の対価の総額が、地方公共団体の議会の適正な運営の

確保のための環境の整備を図る観点から、政令で定める額３００万円を超えな

いものを議員個人による請負に関する規制の対象から除くものとされました。  

 このことから、議会議員と町との間の、地方自治法第９２条２項に規定する請

負状況を公表することなどにより、請負の状況の透明性を確保し、もって議会の

運営の公正及び事務の執行の適正を図ることを目的に、所要の規定の整備を行

うものです。  

 以上、提案理由の説明とします。同僚議員のご賛同をよろしくお願い申し上げ

ます。以上です。  

河合議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

鈴木議員  議長。 

河合議長  鈴木議員。 

鈴木議員  それでは質疑をさせていただきます。  

 １つは、全員協議会でもちょっと質問させていただきましたが、まずこの条例

で言う請負というのがどのような内容を指すのかということを質疑させていた

だきました。そのときまだ不正確でした。後で調べてみました。改正前は、請負
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の定義が条文上不明確であるので、それが改正後は請負の定義が明確化された

ということになりました。それによりますと、ここで言う請負というのは、業と

して行う工事の完成もしく作業、その他の役務の給付、または物件の納入、その

他の取引で、当該普通地方公共団体が対価の支払いをすべきもの、これをここで

言う請負というふうにするというふうに定義されているんですが、条文では分

かるんですが、具体的に、例えば、どのようなものがこの請負になるのか。条文

では分かるんですね、文書では。具体的にどのようなものがこの請負の対象にな

るのか説明をお願いしたいというのが１点。  

 それと、第３条で、議長は云々があってこれ公表しなければならないというこ

ととそれから第４条で報告が記せられているんですが、大体行政が言う公表と

いうのは、例えば今で言えば役場の玄関のところに貼ってそれを公表というん

ですが、果たしてこういう性格の議員が請負したものがそれだけでいいのだろ

うかというのを考えざるを得ない。例えば報告、それからまず報告ですが、この

報告はこの条例では報告が紙のものでいいのか電磁記録でもいいのか、最近は

電磁記録が多いのですが、記されていません。ここで言う報告というのはどうい

うもので報告を求めるのか。それが１つ、説明をお願いしたいと。  

 それから公表ですが、公表については、例えば何月何日から何日までどの場所

でこういう閲覧をするというのが、やはり記載をするべきではないかというの

は思うんですが、その２点、説明をお願いしたいと思います。 

議会事務局長  はい、議長。 

河合議長  森本議会事務局長。 

議会事務局長  それではこちらから失礼をいたします。 

 地方自治法の一部が改正されましたことによりまして、議員おっしゃるとお

り、これまでですと、議員個人が町との請負については禁止をされていたという

ことでございます。その一部分が緩和されまして、地方自治法施行令の１２１条

の２の規定のところで、今現在、説明を委員長がしてくれた３００万というのが

規定をされております。その中で議員の質疑の内容ですけども、１つは請負の定

義規定については言っていただいたとおり、生業として行う工事とか役務とか

というのが想定されているということはそのとおりでございます。したがって、

例えばなんですけど、町の事業に関して言いますと、それぞれの担当課が執行し

ています入札とかしている工事もそうですし、役務として委託している部分に

ついてもそうだと思います。対象としてはそういうのは様々毎年いろいろあり

ますので、そういったものが対象になってくるということで１つはご理解をい

ただきたい。 
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 もう１点のところの、第３条の報告の関係ですけども、これにつきまして

は、１点については、紙媒体なのか電子データなのかというお問いでしたけども、

それについてはどちらでも構わないというふうに、内容的には確認をしていま

す。その方法なんですが、公表する方法については、今現在想定しておりますの

が、例えば町のホームページとか、また、今現在、議会広報については発行して

ないわけですけども、議会広報とかが考えられるというふうに思います。そして、

報告の日がいつからいつまでというのを明確にしたほうがいいんじゃないかと

いうふうなことでございましたけども、現時点では年１回の公表をするという

観点ですので、それと併せてこの条例によって前年度の実績を翌年度に公表す

るということから、時間的なことも考えますと６月ぐらいになろうかなという

ふうには考えております。 

 以上です。 

河合議長  再質疑はありますか。 

鈴木議員  はい。 

河合議長  鈴木議員。 

鈴木議員  １点目は分かりました。２点目ですけど、この条例では例えば紙でもいいと、

電磁記録でもいいと。それから閲覧とあるんですが、参考にほかのところを見て

みますと、例えばこれの条例の実施要綱をつくられているところが幾つかあり

まして、その実施要綱の中でうたっているんです。報告書及び電磁記録的報告で

も構わないという規定、それから報告の閲覧については、閲覧に関する開始日は

いつからいつまでと、例えば閲覧に関する場所はここであると。閲覧に関する時

間は何時から何時までというふうに、具体的に、これ非常に重要な条例だと思う

ので、ぜひこの条例を、今２点だけ申し上げましたけども、実施するための実施

要綱をつくる必要があるのではないかと思うんですが、お考えをお聞かせくだ

さい。 

議会事務局長  はい、議長。 

河合議長  森本議会事務局長。 

議会事務局長  報告等の閲覧の関係も含めましてでございますけども、４条のところで報告

等の閲覧という条文を入れているんです。この内容も、今議員がおっしゃるよう

に、今後、この条例が制定した後に、運用するに当たっては細かなことというの

は当然ながら出てくるというふうに考えています。これにつきましては、一度検

討させていただいて、どういったものが出てくるかというのもありますので、そ

ういった部分で案というものをつくらせてもらって、また全協でも説明させて

いただいて、皆さんに決めていただくというのがいいのかなと思います。 
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 以上です。 

河合議長  再々質疑はありますか。 

鈴木議員  ありません。 

河合議長  ほかに質疑はありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより発議第３号の討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより発議第３号豊郷町議会議員の請負の状況の公表に関する条例案を採

決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、発議第３号は原案どおり可決されました。  

 次に、私が日程第２７、発議第４号豊郷町議会の議員の定数削減等に伴う関係

条例の整備に関する条例案について発言をいたしますので、地方自治法

第１０６条により、副議長と交代いたします。  

 暫時休憩いたします。  

（午前１１時３９分 休憩） 

 

（午前１１時４３分 再開） 

西澤博一副議長  それでは、再開いたします。  

 地方自治法第１０６条により、議長の職務を行いますので、よろしくお願いい

たします。  

 日程第２７、発議第４号豊郷町議会の議員の定数削減等に伴う関係条例の整

備に関する条例案を議題といたします。  

 河合勇議員の提案理由の説明を求めます。  

河合議員  はい。  

西澤博一副議長  河合議員。 

河合議員  それでは、議会議員定数削減の提案理由を説明いたします。  

 多賀町、甲良町以外は議員定数を１２人から１０人に削減をされたことは皆

さんもう既にご承知のことであります。以来、県や彦愛犬の議長会の場において

ほかの議長からは、豊郷町さんは議員定数を削減しないのかと、何度も聞かれま
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した。私はこうした流れを受けて、きっと皆さんの中から議員定数の削減を求め

る議員提案が出されるものと思っていましたが、残念ながら、議案提出締切りま

でに議員提案はありませんでした。私は議長にさせていただきまして以来、議員

改革は必要なことであり、避けて通っては駄目なのではと考えてきたこともあ

ります。今回今こそ、議員としての資質を問われているときではないかとの思い

から、いろいろ考えた結果、議員定数の削減を機に議員改革ができるのであれば

と思い、私自身も身を切る改革として提案したものです。  

 私は立候補するのは自由ですから何も言いませんが、ふだんから議会軽視と

言っている者たちに限ってあまりにも住民の皆さんを愚弄し、有権者の皆さん

を冒涜しているとは思いませんか。先日の議会運営委員会で、ある議員から、他

府県や他の市町村では、請願提出案件の提出者を毎回出席できるようにしてい

るが、本町も委員会に毎回出席、説明できるようにしてはどうかという提案をさ

れていましたが、請願内容を理解した上で紹介議員になっているはずですから、

紹介議員の責任はどうなるのでしょうか。それならば、任期途中で議員を辞職し

て落選した者は、町独自のルールを設けて、何年間は立候補できないという紳士

協定なるものをしてはどうかと思いますが、賛成できますか。これまでも、議案

の採決において、反対をすれば、チラシで名前を公表されるから賛成すると言う

者や、委員会で反対しておきながら本会議での採決では賛成する者など、こうい

った者たちには議員としての信条と信念がないのかと思ってしまいます。また、

次期選挙に立候補をすると言い回っているある者は、自分が当選したいがため

にも怪文書を投函しているというから驚きです。私をはじめ、本町の議員の資質

が問われています。  

 今回、議員定数削減を実行して、有権者の皆さんの民意をいただこうではあり

ませんか。今なら、今やらなければできません。ぜひともやりましょう。残念な

がら議員定数を削減すれば、町民の意思が届かなくなるのではとの意見が議員

の中でもありました。皆さんもご承知のとおり、議員は選挙で民意を問います。

しかしながら、いかにその民意を反映するのは、我々議員自らの資質と品格によ

るものだと考えております。当然分かっていることではありますが、選挙の結果

がどうなるか、これは誰にも分かりません。投開票をされて結果が出なければ分

かりません。そして、私自身も、議員定数を削減するによって議員ではなくなる

かもしれません。それでもなお、改革を進める決意をいたしました。  

 議員定数を削減すれば、１つ目には選挙において、これまで多くの町民の皆さ

んの支持を必要とすることになり、それだけ町民の皆さんの声を広く聞くよう

になれると思います。２つ目には、精鋭の議員数で議会運営を行うことにより、
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意見をまとめやすく、議事を簡潔に効率的に進められます。３つ目には、議員定

数を削減すれば、経費節減になることは言うまでもなく、私の試算では、年間

約４００万円の削減となります。４年間の任期であれば約１ ,６００万円も削減

した経費を福祉や介護、教育など必要とする事業に使うことができます。  

 私たち議員も、町執行部が提案される予算に対して、経費削減を言葉で求める

だけでなく、議会自身も、行政改革、議会改革の一環として、身をもって経費削

減をする必要があると考えるということを最後に加えて、提案理由の説明とい

たします。  

 以上であります。  

西澤博一副議長  これより質疑を行います。質疑はありますか。  

中塚議員  はい。 

西澤博一副議長  １番、中塚議員。 

中塚議員  質疑させていただきます。先日、全員協議会がありまして、そこでも質問させ

ていただきました。  

 まず人数につきまして、議員定数を２名減らすということにつきまして質問

しましたところ、事務局長より全国の町村の平均は１１ .５名であると伝えてあ

ると。なのにもかかわらず、１０という明確な数字を出された理由をもう少し詳

しくお聞かせください。  

 もう１点、議員報酬についてですけれども、議員報酬をこちらも全員協議会で

質問させていただきました。なぜこの金額になったのか。前がこの金額だったか

ら戻したというような話でした。現在生活体系も、皆さんご存じのとおり、ガソ

リン代が前と同じですか、１００円切ってないですよね、２００円近くなってい

ます。ということも踏まえて、現状に合わせるというのが通常だと思うんですけ

ども、その点、前の給料体系に戻された明確な理由の２点お伺いします。  

西澤博一副議長  １２番、河合議員。 

河合議員  別にどうこういうて２減というのは何の意味もございません。ただ削減に対

して近隣が同じようにやっているので豊郷町もやってはどうかということで、

削減をしてはどうですかと、私は議員定数削減の案は出しましたけど、ほかの案

には何も提案しておりません。  

西澤博一副議長  再質疑。１番、中塚議員。  

中塚議員  １番、中塚です。再質疑させていただきます。  

 すいません。今、回答が、それ以外は提案していないというような内容だった

んですけれども、そうしましたら、今読まれた提案理由自体も、うそということ

ですかね。そのあたりをちょっと確認させてください。提案してないのに提案す
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るというのはまずおかしいことですので、そのあたりを少し説明をお願いいた

します。  

河合議員  ちょっと質問。 

西澤博一副議長  はい。 

河合議員  ちょっと今の最後が分からなかった。 

中塚議員  再質疑させていただきます。  

 今、提案理由は自分が言うたことだけでここに書いてあることはほとんどわ

しは説明して、提案してないというような話で終わられたと思うんですけれど

も、まず質問に答えていただいてないのと、提案者としてこの場に立たれている

のに、提案理由を放棄するというのは、ちょっと提案書としてもちぐはぐしてく

ると思うんですけれども、そのあたりをお聞かせください。 

西澤博一副議長  １２番、河合議員。 

河合議員  提案理由説明は放棄しておりません。私は、全協でも言いましたとおり、今こ

こに４期目の方は、今の現状の報酬ではないでしょうかね。私がここに寄せても

らったときには１８万円でした。だから２減を削減するのに、私は元の前の報酬

に戻してまだ２減してこれだけの削減ができますよというような提案をさせて

いただいております。金額のことは私は言っていませんよ。燃料が高騰したから

どうのこうのというて、議員であるのなら提案したらどうですか。自分が何ぼい

ただきたいか。私は言うてませんよ。議員定数削減を提案したんですよ。だか

ら、１８万円というのは、今この中の方々は金額は今の現状の金額だと思います。

議員報酬は。私がここに寄せてもらったときには、定員が１４名おられました。

それで２減で削減されて、議員報酬も１５％カットの今の現状の議員報酬にな

りました。それがもう十七、八年前になりますから。現状でやられている方

は１６年、今の現状やっておられる方は今の現状報酬でおられるんですから、そ

の前の報酬ですから、それまでずーっと私は何も言うてませんよ。金額がどうの

こうのとか。議員定数２減を皆さんの意見はどうですかと聞いているだけのこ

とであって、何も私は１番議員の何も意見て、提案説明をしたとおりにその中を

理解してくださいよ、理解を文書を、そのとおりですよ。  

西澤博一副議長  中塚議員、再々質問ですか。  

中塚議員  その前に回答していただいてないので、まず回答していただかないと再々が

終わっちゃうので。質問したことに対して、今３個になっているはずなんですけ

ど、１個も答えてないと思うんです。まずその点を３つ答えてください。じゃな

いと再々、最後で質問できないので。 

河合議員  今答えました。提案理由は理由のとおりです。 
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西澤博一副議長  提案理由は、まず１点は、近隣に合わせて１２だったけども１０にやるという

こと、そして１６年前に私たちが議員になるまでに定数が１４でした。そのとき

に定数が１２になりました。そのときの報酬は、うっすら覚えてないけど、今表

示されたような感じ。その上で、議員定数を１０にして、そして歳費を今の議員

提案の中に書いてありますけど、そういうような形で進めたらどうかという、そ

ういう質疑の中の答弁でございました。それは中塚議員の言っていることと答

えていることは合っていると思います。 

 再々質問をお願いします。 

中塚議員  再々質問させていただきます。  

 こちらの提案書を読んでの質疑なはずなので、２ページ目に議員報酬に関す

る数字もしっかり書かれているのですけれども、それについて質問して、私は数

字とかは知らんみたいな回答だったと思うんですけれども、それはちょっと提

案者としては無責任過ぎると僕は思います。なので、最後で構いませんので、費

用について元に戻されるというのを全員協議会ではそういうように話されてお

りましたので、その辺について数字の明確な理由をお知らせください。 

西澤博一副議長  １２番、河合議員。  

河合議員  くどいことを言いますけど、知らんとは１回も言うてませんよ。よく読んでく

ださいよ。提案説明の理由を、中身を。だから、何か金額にこだわっているよう

に私には聞こえるのだけど、私は金額は一切言うてませんよ。私は元の２減をす

るに当たって皆さんの報酬を前の元の１８万に戻してはどうですかと。カメラ、

ちょっと写真を撮るのは駄目だ。 

西澤博一副議長  許可してませんよ。そんなことをするのだったら退席してください。  

河合議員  私は、一切もう拒否はしていません。今、別表のとおりです。以前はそういう

ような議員報酬だったので私は２減削減するから元の１８万にして、皆さんの

を少しでも上げたらどうかなと。私は正直に言いますけど、私は金額はほんまに

一切言うてませんよ。私の提案理由は、議員削減ですので、間違いなく議員削減

です。ただ前の報酬がこうだったからこのように戻したらどうですかと、それで

私は案として出しただけであって、今さっきから聞いてると何やら高騰がどう

たらこうやらと、そんなの、あんた、何か今現在、豊郷町の報酬を分かって立候

補されたのと違いますの、豊郷町の報酬を、今現在はね。だからそうでしょうと

言うてるわけや。だからそれを知っとって立候補されたんですから、私はここで

私の提案は、２減削減して以前の議員報酬として１８万がこのようにありまし

たよというような説明書きをしております。そのとおりです。 

西澤博一副議長  ほかに質疑ありますか。 
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鈴木議員  議長。  

西澤博一副議長  １０番、鈴木議員。  

鈴木議員  １点だけ確認をさせていただきたいのは、提案理由が定数削減だというふう

なんですが、これ提案されているのは、定数削減等に伴う関係条例となっていて、

その等の中に、先ほど議員報酬の件もあるんですが、提案理由は、つまりこれも

含めての提案理由ですよね。その点だけちょっと確認をしたいんですが。  

西澤博一副議長  １２番、河合議員。 

河合議員  あくまでも私の提案理由は、今述べたとおりであります。ただ別表に使うの

は、以前はこういうような報酬でしたよというように皆さんに書いただけであ

って、私の提案は削減です。２減の。ちょっと傍聴人をちょっと……。  

中塚議員  暫時休憩を取ってもらっていいですか。  

西澤博一副議長  本田議員。 

本田議員  質疑します。もう一度、今、鈴木議員が確認した点を答えていただきたいと思

います。ちょっと提案理由の中に附則があって、附則の中に、この条例は１１

月１４日から施行する、こういうふうに書かれていますね。１つね。もう１つ、

議員報酬及び費用弁済等に関する条例の一部を次のように改正すると書かれて

いますから、これは明確に提案ですよね。そうではないんですか。確認したいと

思います。  

西澤博一副議長  １２番、河合議員。 

河合議員  提案理由はあくまでも議員削減２名です。この提案理由に賛否で出すのは個

人ですよ。否決されれば当然この案はボツですよ。私は、２減削減して、元の議

員報酬がこれだけありましたよということを提案して、皆さんが賛同できれば

その報酬どおりになるんですよね。２減削減が提案が実現されれば。なければ、

ここ十七、八年間ずっとこの報酬で来て、誰一人豊郷町会議員の報酬が安いと言

ったのを耳にしたことはございません。それで私が書いたのに不服であれば、も

う一度してください。私は提案理由は説明したとおりでございます。 

西澤博一副議長  ３番、本田議員。 

本田議員  附則規定についての再質疑ですが、附則規定は、では取り下げるということな

んですか。そうではないんですか。もう一度答えてください。  

河合議員  暫時休憩を求めます。  

西澤博一副議長  この条例は今豊郷町の議会議員条例の一部を改正するという条例が上がって

おります。もう一度、本田さん、質疑してください。  

本田議員  では、もう一度質疑します。最初の表題を見てください。条例の表題。豊郷町

議会の議員の定数削減等に伴う関係条例の整備に関するとなっています。そう
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しますと、定数削減の条例ではありません。表題からは、全く今の説明では矛盾

していませんか。表題から変えないと、今の提案と、ここに我々が最初に読んだ、

もらって全員協議会で資料をもらって、私はこれについて意見を述べようと思

いますが、今のお話を聞いて、答弁者のお話を聞くと、言わば私はこっちは関係

ないのだというような、意味が分からないんですね。提案しながら関係ないと言

う。それは明確にちょっと提案者としては質問に全く答えてないと。提案の内容

と言うてることが矛盾していると思いますので明確にしていただきたいという

質問です。 

西澤博一副議長  １２番、河合議員。 

河合議員  私は矛盾しておりません。提案理由の説明のとおりであります。 

西澤博一副議長  ほかに質疑はありますか。 

高橋議員  はい。 

西澤博一副議長  高橋議員。 

河合議員  暫時休憩して。 

西澤博一副議長  このままやります。 

河合議員  暫時休憩をお願いしたい。 

西澤博一副議長  続行します。 

高橋議員  それでは、豊郷町議会の議員の定数削減等に伴う関係条例の整備に関する条

例につきまして、質疑をさせていただきます。  

 繰り返しここに提示されている議員報酬については皆さんが質疑をされてい

るのに、明確に提案者は答えておられません。私は、この表を見たときに、議長

さんだけが、単純にですよ、下がって、副議長さんは上がって、議員は上がる、

そういうことで読み取りました。しかし提案者が、随分前の金額に戻すんだとお

っしゃったので、背景はこれを使われたんだなということが、ようやく分かりま

した。私は、議会議員というのは、町民の声を拾って、議案審議にしっかり参加

して、そしていろんな提案事をして、皆さん町民の皆さんの暮らしが少しでもよ

くなるように奮闘するのが仕事だと思ってやってきました。だから、議員削減と

いうことは、そういう議員、町民の皆さんの声を拾う議員が少なくなってしまう、

町民の声が届けにくい議会になってしまう、そういう危なさを持っています。  

西澤博一副議長  高橋議員、今の質疑等については提案者の河合議員の方から説明が終わって

おります。 

高橋議員  それでは、違う観点からお尋ねします。経費削減とおっしゃいましたけれど

も、しっかり仕事をしている、そういう、議員の仕事にはそれなりの報酬があっ

て当たり前だと思います。しっかり私がしゃべって、お話しさせていただいてお
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ります。  

 それでは、先ほど言いました、声が届かないというのと、経費削減というのは、

こういう形で使うのはおかしいと思います。そして、これからの若い世代が議員

を目指そうかという方々がそれなりに納得できる、そういう金額を考えられな

かったのかどうかを質疑させていただきます。  

河合議員  はい。 

西澤博一副議長  １２番、河合議員。 

河合議員  定数削減をしたらどうのこうの言いますけど、定数削減をすれば、住民の有権

者の方が興味津々持ってくれるんですよ。逆なんですよ。それだけ議員はえらい

んですよ。逆に。今笑っておられる方はおられますけど、提案理由の中の説明に

もありました。議員削減するなんてもうよっぽどですよ。私は住民の有権者の

方々は、我々よりかは一生懸命やってくれていると思いますよ。声が拾えないと

か、それは議員の言い訳ですよ。逆ですよ、投票率が上がりますよ、きっと。削

減を実施したら。私はそう考えていますよ。住民の声が聞けない、うそですよ。５

人になろうが、３人になろうが、自分の汗でかせいだらよろしいんや、議員は。

今私が書いたように２人削減したら本当に選挙戦になったら、ほんまにこれ、住

民の有権者の方の方が議員より盛り上がりますよ。しっかりと吟味されますよ。

覚悟を承知で言うてますから、私は。皆さんだけと違いますよ。私をはじめ、そ

の思いでやったと私は提案説明をしとるのやから。これが通る、通らん、私は皆

さん、じきに報酬報酬と議員はこう言うてますけど、私は報酬なんか一度も言う

てませんよ。これが成立したらこうなりますよというような案だけを出してい

るわけですから。そうしますと書いていますか。書いてます、書いてません。等

もありません。だから通らなかったらそれは通りません。削減２がなかったら。

削減に意味がなかったら通りません。通りません。今この案が否決されて、そこ

の中には１０人になっています。  

議  員  副議長、内容を確認してください。 

河合議員  １０人になっていますやろ。 

西澤博一副議長  すみません、暫時休憩いたします。  

（午後０時１２分 休憩） 

 

（午後０時２５分 再開） 

西澤博一副議長  それでは、再開します。  

 １２番河合議員質疑をお願いいたします。答弁の方を。 

河合議員  説明をいたします。今現実、別表のとおり、議員報酬は上の表のとおりです。
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そこに書いてあるとおりに、１２人から１０人に削減をした場合、下の金額は、

私の今までの議員経験と議長経験で、私がそのように算出をいたしました。  

 以上です。  

西澤博一副議長  質疑はありますか。  

高橋議員  あります。 

西澤博一副議長  高橋議員。再質疑です。 

高橋議員  先ほど私がお尋ねしましたこれからの方々が挑戦しようかというような報酬

に考えたのかどうか、ここに収まったその理由を教えてください。  

河合議員  はい。 

西澤博一副議長  １２番、河合議員。 

河合議員  そんな想定外のことは言えませんよ。どこのどなたが出るか分かりませんよ、

そんなこと。あなた分かっていますか。何が言いたいのか知らんけど、私は逆に

あなたの意味が分かりません。  

西澤博一副議長  質疑ありますか。  

議  員  なし。  

西澤博一副議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより発議第４号の討論を行います。討論ありませんか。  

 １番、中塚議員。  

中塚議員  反対討論からですか。 

西澤博一副議長  賛成討論はありますか。  

議  員  なし。 

西澤博一副議長  反対討論。  

中塚議員  １番、中塚です。反対討論させていただきます。  

 まず、今、ありましたように、質疑に対して意味不明な回答、理解ができませ

んでした。実際、この条例案には豊郷町議会議員定数削減等に伴う関係条例の整

備に関する条例案という名目で提案いただいております。にもかかわらず、提案

者本人からは、議員定数しか言うてないと、今最後の再々質問の高橋さんの回答

のときだけ報酬のことが言われました。それ以前のことの回答に関しては、一切、

わしは言うてないというような発言でした。そのような。  

河合議員  異議あり。  

中塚議員  まだ発言中ですので。 

河合議員  異議あり。  

西澤博一副議長  待ってください。今、反対討論をしているので。  

中塚議員  発言が終わってから聞いたらいいですよ。 



1 － 53 

河合議員  私は知らんと言うた。言うてるやん、何回も。  

西澤博一副議長  中塚議員、続けてください。 

中塚議員  というような内容があり、この条例案自体が、まず意味をなさないものだと僕

は思っております。なので、もし今の河合議員が言われるように、議員の定数削

減だけをおっしゃりたいのであれば、議員定数削減だけの条例案を提出される

べきだと思いますので、今回のこの条例案につきましては、反対と、反対討論と

させていただきます。  

西澤博一副議長  ほかに。反対討論ですか。  

本田議員  はい。 

西澤博一副議長  ３番、本田議員。 

本田議員  条例案について、反対討論を行います。  

 重なる点がありますが、提案者は、質問にしっかり答えていない。  

 ２点目は、提案内容と今日の答弁された内容に大きなそごがあり、質問者に対

する納得できる答えが出ていない。  

 この２点を見ても、私は明確に反対をせざるを得ません。また、私は地方議員

の重要な任務は２点あると思います。多様な住民要求をくみ取り、それらを行政

に反映させること。次に、住民目線で行政を監視することです。  

 議員必携を見ますと、議員定数の変更については、慎重を期すべきだと述べて

います。引用しますと、議員定数の変更は、町議会の根幹に触れる重要事項であ

るから、その変更は、議会制民主主義と民意反映の上から特に慎重を期すべきも

のであるとしています。地方自治法改正により、地方議員の上限が撤廃されたと

しても、豊郷町は著しい人口減少も見られません。人口の数から見ても、議員数

は全国平均１１ .５人に合致しています。多様な民意を反映するためには、現在

の１２名の議員数が不可欠であると考えます。議員削減しますと、少数者の意思

はますます行政に反映しなくなります。逆に、一部の意思が通りやすくなり、そ

れは一層議会への不信を呼び、町政への信頼が揺るがしかねません。何よりも、

多様な意見、要望の反映、行政チェック機能という議会の基本的任務に照らせば、

議員定数を削減しないことが今重要だと考えます。  

 また、議員定数と議員報酬の問題は切り離すべきだと考えます。矛盾した提案

でしたので、否定をされていましたが、議員定数を減らすことで議員報酬を引き

上げるという論理に提案内容は読み取れます。議員の任務を発揮し、住民の意思

を行政に反映させ、住民目線で行政を監視するという民主主義を実現するには

どうあるべきかという観点から、議員定数問題は考えるべきであり、議員報酬と

絡めて議論すべきではありません。今後の豊郷町の議員報酬について、社会の状
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況を踏まえ、若い人の政治参加など、多様な観点を持って、この点については、

考えるべきだと思います。  

 以上をもって反対討論とします。  

西澤博一副議長  ほかにありますか。 

議  員  なし。 

西澤博一副議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。 

 これより発議第４号豊郷町議会の議員定数削減等に伴う関係条例の整備に関

する条例案を採決いたします。 

 賛成の諸君は起立を願います。 

議  員  （起立、少数）  

西澤博一副議長  起立少数であります。  

 よって、発議第４号は否決とされました。  

 地方自治法第１０６条により議長の職務を行うことが終了いたしました。河

合議長、議長席にお戻りください。  

 暫時休憩いたします。  

（午後０時３２分 休憩） 

 

（午後０時３３分 再開） 

河合議長  再開いたします。  

 日程第２８、意見書第２号歌詰橋北詰交差点の交通事故防止に係る信号機の

継続設置を求める意見書案を議題といたします。  

 西澤清正議員、提案理由の説明を求めます。  

西澤清正議員  議長。 

河合議長  西澤議員。  

西澤清正議員  提案理由を説明します。  

 全員協議会でも行いましたが、今回、全員に賛成していただいております。  

 歌詰橋北詰交差点の交通事故防止に係る信号機の継続設置を求める意見書。  

 令和５年５月に下枝区へ彦根署だよりによって必要性の低下した信号機を撤

去し、一時停止規制に順次変更しているとして、豊郷町下枝地先にある歌詰橋北

詰の信号機を撤去した上で交通安全対策を講じつつ、一時停止規制へ変更を行

う旨のチラシが回覧されました。  

 しかし、歌詰橋北詰交差点は旧中山道の主要道路として、豊郷町大字吉田から

宇曽川沿いを旧中山道及び国道８号線へと続く道路の交差点であり、日々の通

勤、輸送道路などとして交通量の多い交差点であります。また、過去には当該交
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差点において交通事故が毎年発生し、さらには死亡事故も発生した危険な交差

点であるとして信号機が設置されたとによって、これまで交通安全に対し多大

なる効果を発揮してきました。  

 こうしたことを踏まえ、死亡事故のような悲劇を二度と繰り返さないため、実

状に応じた交通安全対策に関する対策強化を図っていただくよう、以下につい

て強く要望します。  

 歌詰橋北詰交差点が平行交差点でないことによって、旧中山道を豊郷町、愛荘

町双方からの直進車両や自転車などからは道路勾配によって見通しが非常に悪

く、また、交差する道路の交差点が目視できない状況にあることから信号機を撤

去することによって、交通事故が発生するリスクが増大することを、信号機の継

続設置を強く要望します。  

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。  

 令和５年９月５日。  

 滋賀県犬上郡豊郷町議会。  

 滋賀県公安委員会委員長、北村嘉英様、滋賀県警察本部本部長、中村彰宏様、

滋賀県彦根警察署長、坂梨利隆様宛に送らせてもらいます。  

 ぜひ全員の賛成をお願いしたいと思います。よろしくお願い申し上げます。  

河合議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。 

 これより意見書第２号の討論を行います。討論はありませんか。  

高橋議員  賛成討論。 

河合議長  討論の申出があります。これより討論に入ります。まず本案に対する反対討論

の発言を許します。 

議  員  なし。 

河合議長  次に本案に対する賛成討論を許します。 

高橋議員  はい。  

河合議長  高橋議員。 

高橋議員  意見書第２号歌詰橋北詰交差点の交通事故防止に係る信号機の継続設置を求

める意見書に対する賛成討論を行います。  

 全県的に信号機の見直しをして、撤去や移転作業をする動きがあります。５月

末に、私自身が住んでいる自治区内に、突然彦根署よりの撤去の知らせが回覧板

で回されました。宇曽川は天井川になっており、愛知側から来る車を発見するの

は遅れることになり、あの信号を取ってしまえば大きな事故が繰り返される、交
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差点の信号は残してほしいという声が、下枝の住民から要望として上がりまし

た。そこで、地域整備課と企画振興課に問合せをしましたが、知らされていませ

んでした。そこで、下枝の住民の方と彦根署に出向いて、撤去する根拠とともに、

住民の意向を聞いたのかなどをお尋ねしました。住民の中には、大変不安に思っ

ている方がおられることも伝えました。また、中山道から下枝にかけての道路を

利用する方は町内でも多く、隣の愛荘町の方も利用されていますので、この信号

機撤去の問題は、下枝だけの問題ではないことも伝えました。  

 今般、このように、議会としても意見書を出す運びとなったことで、町民は大

変喜んでおられます。彦根署より、当面撤去はしないとの方向が示されています

が、今後とも当面ではなく、撤去そのものを止めるためにも、豊郷町議会から声

を上げることが大切だと考えています。皆様のご賛同をよろしくお願いいたし

ます。  

河合議長  ほかに討論はありませんか。 

議  員  なし。 

河合議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。 

 これより意見書第２号歌詰橋北詰交差点の交通事故防止に係る信号機の継続

設置を求める意見書案についてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

河合議長  全員起立であります。  

 よって、意見書第２号は原案どおり可決されました。  

 なお意見書第２号は、豊郷町議会として関係機関へ送付いたします。  

 今期定例会において本日までに受理した請願は、お手元に配付の請願文書表

のとおりであります。  

 日程第２９、請願第３号国に対し所得税法第５６条廃止の意見書提出を求め

る請願を議題といたします。  

 ただいま議題となっています請願第３号は、会議規則第９２条の規定により、

総務産業建設常任委員会に付託することにいたしました。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。  

 日程第３０、請願第４号現行の健康保険証を残すことを求める請願を議題と

いたします。  

 ただいま議題となっています請願第４号は、会議規則第９２条の規定により、

文教民生常任委員会に付託することにいたしました。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。  
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 以上をもって本日の日程は全て終了いたしました。  

 本定例会会期中の日程は、皆様に配付しました日程表により審議されるよう

よろしくお願いいたします。  

 本日はこれをもって散会いたします。ご苦労さまでした。  

（午後０時４１分 散会）  
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